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はじめに   

センター長	
 中 川	
 義 次	
  
 

今年平成 22 年はセンターが発足して 4 年目、我々のグローバル COE 事業にとっては 3 年目を迎え

たことになります。今年も CPS にとっていくつかの大きな出来事がありました。一つは、4 月に新築

学舎・自然科学総合研究棟 4 号館の最上階 8 階に 270 平米のスペースを与えられ入居したことであり

ます。CPS は発足以来初めて独立スペースを占有することになりました。決して十分な広さではあり

ませんが、それでもセミナー室、研究員・ビジター室、サロン、事務スペースを設け、センターとし

ての形を整えることが出来たことは大変うれしいことであります。そしてさらにうれしいことは、折

角入居したこの 4 号館 8 階のスペースを 1 年限りで退去し、ポートアイランド地区に建設される「神

戸大学・統合研究拠点」に 3 階全フロアー（500 平米）を与えられて入居することが決定しているこ

とであります。しかし、これについては来年度・平成 23 年度の年次報告書でお伝えすべきと考えます

ので、ここでは述べないことにします。 
 
	
 二つ目の大きな出来事は、グローバル COE の中間評価を受けたことであります。予め提出してお

いた中間評価調書をもとに 5 月に学振・東京会場で面接を受け、さらに 8 月には 4 名の評価員に神戸

大学にお越し頂き現地調査を受けることになりました。現地調査では調査員は半日を費やして事業推

進担当者だけでなく GCOE 特命・特任教員や研究員にも面接を行い GCOE 活動の実態についてつぶ

さに調査をされました。この現地調査を通して CPS/GCOE の活動や目論見に対する評価員の前向き

の理解が得られたこと、さらに GCOE 教員・研究員ら若手研究者の CPS に対する情熱や高い意識が

理解されたことは大きな収穫であったと考えています。 
 
	
 今後も引き続き CPS の発展に向け私どもは一丸となって努力を続けて参る覚悟であります。皆様の

ご支援をお願い申し上げます。 
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1 センターの構成  

 
1.1 スタッフ  
専任スタッフ (*)・北大専任スタッフ (**)・センター研究員・北大 G-COE 事業推進担当者 (H) 
教授 准教授 助教 PD 
乙藤 洋一郎 
郡司 幸夫 
留岡 和重 
中川 義次 
林 祥介 
向井 正 
山中 大学 
大槻 圭史 
荒川 政彦 
加藤 幾芳 H 
倉本 圭 H 
藤本 正行 H 
山本 哲生 H 
渡部 重十 H 

相川 祐理 
伊藤 洋一 
岩山 隆寛 
木村 宏 
島 伸和 
中村 昭子 
田中 秀和 H 
 

瀬戸 雄介 
高橋 芳幸 
春名 太一 
西澤 誠也 
杉山 耕一朗** 
 

木村 淳** 
鈴木 絢子* 
谷川 享行** 
山田 耕* 
 

 
1.2 協力研究員  
氏名 所属・身分 
藤本 正行 
石渡 正樹 
山本 哲生 
永原 裕子 
井田 茂 
中本 泰史 
松田 佳久 
渡邊 誠一郎 
荒川 政彦 
塩谷 雅人 
野村 英子 
芝井 広 
関谷 実 
観山 正見 
梅林 豊治 
和田 浩二 
千秋 博紀 
はしもと じょーじ 
松田 卓也 
向井 正 
佐藤 勝彦 
伊藤 孝士 
松井 孝典 
並木 則行 
Wing-Huen Ip 
Wen-Ping Chen 
阿部 新助  
木下 大輔 
佐藤 修二 

北海道大学大学院理学研究院・教授 
北海道大学大学院理学研究院・准教授 
北海道大学低温科学研究所・教授 
東京大学大学院理学系研究科・教授 
東京工業大学大学院理工学研究科 ・教授 
東京工業大学大学院理工学研究科・准教授 
東京学芸大学教育学部・教授 
名古屋大学大学院環境学研究科・教授 
神戸大学大学院理学研究科・教授 
京都大学生存圏研究所・教授 
京都大学大学院理学研究科・助教 
大阪大学大学院理学研究科・教授 
九州大学大学院理学研究院・教授 
国立天文台・台長 
山形大学理学部・教授 
千葉工業大学惑星探査研究センター・上席研究員 
千葉工業大学惑星探査研究センター・上席研究員 
岡山大学大学院自然科学研究科・准教授 
神戸大学・名誉教授 
神戸大学・名誉教授 
東京大学数物連携宇宙研究機構・特任教授 / 明星大学・客員教授 
国立天文台・助教 
千葉工業大学惑星探査研究センター・所長 
千葉工業大学惑星探査研究センター・副所長 
台湾 NCU・Professor 
台湾 NCU・Professor 
台湾 NCU・Assistant Research Professor 
台湾 NCU・Assistant Professor 
名古屋大学大学院理学研究科・教授 
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1.3  センター	
 学振特別研究員・リサーチアシスタント  
	
 	
 氏名 所属 CG 身分 指導教員 
石川	
 徹	
 	
 神戸大学 社会交流 RA 鎌田 桂子 
北村	
 有人	
 	
 神戸大学 国際連携, 社会交流 RA 郡司 幸夫 
高橋	
 隼	
 	
 神戸大学 社会交流 学振特別研究員 伊藤 洋一 
辰巳	
 信平	
 	
 神戸大学 教育研究 RA 郡司 幸夫 
中村	
 友昭	
 	
 神戸大学 教育研究 RA 郡司 幸夫 
納多	
 哲史	
 	
 神戸大学 基盤 RA 林 祥介 
町井	
 渚	
 	
 神戸大学 社会交流, 教育研究 RA 中村 昭子 
村上	
 真也	
 	
 神戸大学 基盤 RA 岩山 隆寛 
真鍋	
 翔	
 神戸大学 教育研究 RA 伊藤 洋一 
加藤	
 則行	
 神戸大学 社会交流, 教育研究 RA 伊藤 洋一 
松井	
 哲也	
 神戸大学 教育研究 RA 郡司 幸夫 
中岡	
 礼奈	
 神戸大学 教育研究 RA 鎌田 桂子 
園田	
 耕平	
 神戸大学 教育研究 RA 郡司 幸夫 
     
岩堀 智子  北海道大学 基盤 RA 倉本 圭 
大木 平  北海道大学 基盤, 将来構想 RA 羽部 朝男 
鶴巻 亮一  北海道大学 基盤 RA 橋元 明彦 
福井 隆  北海道大学 基盤 RA 倉本 圭 
保坂 啓太  北海道大学 教育研究 RA 羽部 朝男 
松井 佳菜  北海道大学 教育研究, 国際連携 RA 徂徠 和夫 
山下 達也  北海道大学 教育研究, 基盤 RA 石渡 正樹 
 
1.4 スタッフ  
事務スタッフ  
佐藤 麻子, 本荘 佳子, 谷口 恵美, 尾堂 瑞枝(12 月より)（以上，神戸大学） 
村上 美礼, 植松 泰子, 石田 千織, 平野 まり子（以上，北海道大学） 
技術補佐員  
納田 明達（北海道大学） 
 
1.5 人事異動  
内容 氏名 役職 異動月日 異動 元/先 機関・職 
着任 荒川 政彦 教授 2010.10.1  名古屋大学・准教授 

着任 納田 明達 技術補佐員 2010.11.1 宇宙航空研究開発機 構試験セ

ンター非常勤招聘職員/東京工業

大学 Global Edge Institute 教育

研究 支援員 
着任 保井 みなみ 助教 2011.2.1 日本原子力研究開発機構・博士

研究員 
 
1.6  組織  
センター長	
 中川義次 
副センター長	
 林 祥介 
基盤 CG	
 林 祥介（長），高橋 芳幸，西澤 誠也，杉山 耕一郎 
国際連携 CG	
 大槻 圭史（長），木村 宏，谷川 享行 
将来構想 CG	
 山本 哲生（長）  
社会交流 CG	
 中川 義次（長），山田 耕 
教育研究 CG	
 倉本 圭（長），岩山 隆寛，木村 宏，高橋 芳幸，木村 淳，鈴木絢子 
運営委員会	
 中川 義次（委員長），林 祥介，留岡 和重，樋口保成, 大槻 圭史 
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2 センターの活動  
 
教育研究拠点形成実績の概要  
本プログラムでは、神戸大学大学院理学研究科に設立された惑星科学研究センター(CPS)を、国内外の惑星科学
研究者やグループによる教育研究活動のネットワーク化を支援するコーディネーションセンターとして実質化し、惑
星科学コミュニティーにおける人材育成や研究活動の触媒として機能させることを目的とする。今年度は以下のよう
な活動を重点的に実施した。 
1)活動拠点専用領域の確保 
2)開かれた運営・評価体制の確立と実施 
3)国際ネットワークの拡充を含む将来構想	
 
4)情報基盤の整備 
5)教育事業の推進 
6)国際連携プログラムの展開 
7)社会交流の展開 
8)個別研究リスト 

詳細はCPS ホームページ http://www.cps-jp.org/参照。特に「星の進化」をテーマにした平成 22年度 CPS国際プ

ラネタリスクールでは、国内外から 11 名の講師を含む 89 名の参加者を得た。本スクールは国際的にもその評価が

定着しつつある。本スクールを含むCPSのスクールやセミナー等は、本事業のmosirプロジェクトによってインターネ

ットを通じて世界に公開されている。これらは質の高い教材として教育効果を産んでいる。本事業では、これらの活

動を支える情報基盤システムの開発を継続的に行い、情報ネットワーク上に存在する拠点を実現しつつある 
 
教育研究拠点形成に係る具体的な成果  
【拠点形成へ向けての成果】  
本事業では個別テーマの研究はもとより、惑星科学研究推進の基盤となる仕組みの構築に主眼をおいている。今
年度の成果は下記の通りである。	
 
 活動拠点専用領域の確保：平成22年度4月、神戸大学から新営自然科学総合研究棟4号館に270㎡の本
事業占有領域の提供を受け、支援体制の拡充、特命教員・ＰＤ・訪問者の研究空間の確保、各種研究会の招
致、CPSセミナーの常時開催が実現した。 

 開かれた運営・評価体制の確立と実施：CPS共同事業専門委員会の外部委員との常時的交流を行い、助
言、評価を得てきた。平成23年1月に開催した国際プラネタリスクールに招聘した講師陣にも我々の活動に対
する評価を依頼し、賛同と助言を得た。 

 国際ネットワークの拡充を含む将来構想：平成22年9月神戸大で開催の「月惑星探査緊急討論会―は
やぶさ帰還を受けて―」では、「今後の宇宙政策の在り方に関する有識者会議」メンバーを含む100名超の参
加者とネットワーク会議システム経由での全国十数カ所からの遠隔参加を得て、今後の日本の月惑星探査の
進め方について忌憚なき議論が行われた。この成果は惑星科学コミュニティーや政府レベルでの日本の月惑
星探査の今後の進め方の議論に大きな影響を与えている。また、平成23年3月に、本事業と類似する活動を定
常的に実施している米国の研究所であるLPI(Lunar Planetary Institute)、ならびに、KITP(Kavli Institute of 
Theoretical Physics)を訪問し、本事業活動に対する支援の申し出を得るとともに、さまざまな建設的助言を得、
連携の枠組みを米国に拡大した。	
 

 情報基盤の整備：CPSサーバ、ネットワーク会議システム、知見情報収集システムの開発改良を継続した。平
成22年度は、英国ニュートン研究所や米国KITPでの経験を参考に、むしろソフトウェア独自開発率を
高めることで利便性の向上、運用性の向上を図った。これらのソフトウェア自体もコミュニティーの
情報基盤とするべくオープン開発を骨子としており、実際CPSサーバソフトウェアは平成22年度に日本
惑星科学会の運営に導入された。詳細は基盤CGのページ（http://www.cps-jp.org/̃iscg/pub/）参照。 

 教育事業の推進：惑星科学コミュニティーの協力を得て、スクールプログラム、実習プログラム、エクスチェン
ジプログラムを展開するとともに、常時的研究セミナーとしてCPSセミナーを開始し、惑星科学の知見情報を
集積提供、あるいは発展させる場とした。これらの講義とその資料はmosirプロジェクト
（http://www.cps-jp.org/̃mosir/）としてCPSサーバ上に集積公開し、また、CPSセミナーはネットワークセミナ
ーとして全国のコミュニティーからの参加を可能とした。詳細は教育研究CGのページ
（http://www.cps-jp.org/̃ercg/）参照。	
 

 国際連携プログラムの展開：3つのプログラムによる海外の研究教育機関との人材交流を通じて惑星科学
の中・長期的展望に立った活動を支援している。平成22年度は、計10件の企画を採択、延べ16名の研究者が
国際的な研究交流を行った。特にエクスチェンジプログラムでは、計6件の企画を通じて、CPSとの連携研究機
関であるNCU、イエナ大、ハーバード大、マックスプランク研究所の研究者と交流し、一層の連携拡大を行った。
詳細は国際連携CGのページ（http://www.cps-jp.org/̃iccg/pub/）参照。 

 社会交流の展開：シャープ堺工場を訪ね（8名参加）、企業における研究・教育・マネージメントにつ
いての意見交換、および工場見学を行った。加えて、スキルアップに関する実習（2回）、広報活動（3
回）を実施した。社会交流CGのページ（http://www.cps-jp.org/̃sicg/）参照。 

 個別研究の展開：個別テーマの研究成果については後述。 
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2.1 開催集会  
日程 行事名 参加人数 形態 主催 

2010 年 08 月 20 日～08 月 23 日 

（3 泊 4 日） 
GFD セミナー 45 スクール 後援 

2010 年 09 月 01 日～09 月 03 日 
第 28 回 Grain Formation Workshop /  

平成 22 年度「銀河のダスト」研究会 
49 研究会 共催 

2010 年 09 月 05 日～09 月 08 日 惑星科学フロンティアセミナー 27 スクール 主催 

2010 年 9 月 10 日 月惑星探査の来たる１０年；：公開討論会 125 研究会 後援 

2010 年 09 月 10 日～09 月 14 日 実験基礎実習（実験実習基礎コース） 23 実習 共催 

2010 年 10 月 3 日～9 日 
第 5 回アルフベン会議 

（月惑星-プラズマの相互作用と惑星進化への影響） 
84 研究会 共催 

2010 年 10 月 25 日～10 月 29 日 第１回アジア地域核データベース開発ワークショップ 36 研究会 共催 

2010 年 11 月 16 日～11 月 19 日 
ワークショップ「地球惑星科学における流体力学」 

 (FDEPS) 
42 スクール 後援 

2010 年 11 月 22 日～11 月 23 日 「惑星科学と粉体物理の接点を探る」ワークショップ 20 研究会 主催 

テーマ A: 2010 年 12 月 1 日-3 日 

テーマ B: 2010 年 11 月 15 日-17 日 

テーマ C: 2010 年 12 月 1 日-3 日 

（実習） 

2010 年 12 月 24 日（発表会) 

衝突実験実習（実験実習応用コース） 19 実習 共催 

2010 年 11 月 10 日～12 日 天体観測実習 8 実習 主催 

2011 年 01 月 28 日～29 日 惑星大気研究会セミナー 31 研究会 主催 

2011 年 02 月 13 日～02 月 15 日 
第 11 回森羅万象学校 

「リモートセンシングはどこまで地球を斬ったか」 
18 スクール 後援 

2011 年 02 月 24 日～02 月 26 日 月惑星探査データ解析実習会（第 4 回） 17 実習 後援 

2011 年 03 月 01 日～03 月 02 日 

「宇宙最初の星から太陽系形成まで恒星進化・ 

星形成から探る銀河の形成・進化の研究」ワークショ

ップ 

62 研究会 共催 

2011 年 03 月 07 日～2011 年 03 月

09 日(2 泊 3 日) 
数値計算・データ解析実習 80 実習 共催 

 
2.2 セミナー 
年月日 講演者 所属 セミナータイトル 

2010 年 6 月 16 日 和田 浩二 千葉工大  "To be, or not to be: that is the question of dust aggregates" 

2010 年 6 月 30 日 山本 聡 国環研  "Global survey of mantle origin of olivine on the Moon" 

2010 年 7 月 8 日 諸田智克 ISAS/JAXA  "月の二分性とは何か：かぐやデータから明らかになった海の

二分性の特徴" 

2010 年 7 月 14 日 室井ちあし 気象庁  "最近の天気予報に関する技術開発の動向" 

2010 年 7 月 27 日 町田 正博 国立天文台  "分子雲コアからの円盤形成過程と重力不安定によるガス惑

星形成の可能性" 

2010 年 7 月 28 日 石原 吉明 国立天文台  "「はやぶさ」リエントリーの地上観測" 

2010 年 8 月 2 日 江崎 浩 東大  "WIDE Project  

---Future Internet Research --- " 

2010 年 8 月 11 日 高橋 淳一 NTT  "生命ホモキラリティーの起源と宇宙空間の円偏光放射" 

2010 年 8 月 26 日 竹見 哲也 京大  "高分解能数値実験による地球ダストデビルの強化・維持過程

の解析" 

2010 年 8 月 26 日 横山 広美 東大  "社会と科学をつなぐことはできるか ~科学コミュニケーション

の取り組み~" 

2010 年 9 月 15 日 紺屋 恵子 JAMSTEC  "アルタイ山脈の氷河の変動―モンゴルでの観測から―" 

2010 年 9 月 22 日 納田 明達 東工大  "原始惑星の衝突" 

2010 年 10 月 13 日 森島 龍司 コロラド大  "N 体計算から見た地球型惑星形成における困難" 
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2010 年 10 月 13 日 玉川 一郎 岐阜大  "地球での接地境界層の乱流観測から分かったこと" 

2010 年 10 月 20 日 市川 浩樹 愛媛大  "マグマオーシャンでのコア・マントル平衡" 

2010 年 11 月 10 日 藤吉 康志 北大  "3 次元走査型ドップラーライダーで風を観る" 

2010 年 11 月 17 日 井上 昭雄 大阪産大  "銀河のダスト輪廻転生" 

2010 年 11 月 24 日 日置 幸介 北大  "宇宙測地学最近の話題から：(1)火星の雪、(2)テポドン騒動

の顛末、(3)測地学でみる地球温暖化" 

2010 年 11 月 24 日 山下 好孝 北大  "外国語としての関西弁" 

2010 年 11 月 30 日 宮原 三郎 九州大  "慣性重力波にも適用可能な 3 次元波動活動度フラックス" 

2010 年 12 月 1 日 濱田 剛 長崎大  "長崎大学 GPU クラスタ DEGIMA 

2010 年 12 月 1 日 瀧川 晶 東大  "星周コランダムダストの形成と進化" 

2010 年 12 月 8 日 小西 誠司 理研  "「数年後の自分、あなたはイメージできていますか？」  ~

理化学研究所のキャリア支援のご紹介 ~" 

2010 年 12 月 15 日 姫野 龍太郎 理研  "「スーパーコンピュータを使った野球変化球の解析と投球フ

ォームの分析・最適化」~伊良部投手、松坂投手、工藤投手~

" 

2010 年 12 月 22 日 門野 敏彦 阪大  "レーザーを使った超高速度衝突実験について" 

2011 年 1 月 19 日 Christian Adam イエナ大  "Multiplicity-study of nearby B-Stars using near-infrared data 

from ESO-VLT Archive" 

2011 年 1 月 19 日 小布施 祈織 京大  "ウッズホール海洋研究所 GFD プログラム 2010" 

2011 年 1 月 26 日 小松 研吾 ニュートン編集室  "科学を伝える仕事─ある博士修了者の場合" 

2011 年 2 月 2 日 木下大輔 台湾國立中央大  "Current Status of PS1 Sky Survey and Lulin 2-m Telescope" 

2011 年 2 月 9 日 亀田 真吾 千葉工大  "水星大気光の観測から予想される水星環境" 

2011 年 2 月 16 日 薮田 ひかる 阪大  "始原小天体有機物とアストロバイオロジー" 

2011 年 2 月 23 日 熊谷 一郎 北大  "気泡が地球を救う―翼型気泡発生装置による船舶の抵抗低

減", "地球内部のプルームのふるまい―流体力学的なイメージ

" 

2011 年 2 月 23 日 山田 美幸 北大  "プラネッツ・シェイクスピア：文学作品におけるストーリーの可

視化" 

2011 年 3 月 2 日 黒澤 耕介 東大  "天体衝突による相変化" 

2011 年 3 月 9 日 Ranjan Gupta IUCAA  "Study of interstellar extinction and circumstellar dust 

properties with composite porous grains" 

2011 年 3 月 23 日 羽馬 哲也 北大  "氷の上の化学反応 ―地球から宇宙まで―" 

2011 年 3 月 30 日 平井 隆之 総研大  "圧電素子と衝突プラズマ計測によるハイブリッドダスト計測器

の可能性 ~質量・速度推定の高精度化~" 

2011 年 3 月 30 日 中村 真季 東大  "Effects of a light reflecting layer to the response of piezoelectric 
PZT" 

 
2.3 2010 年度国際プラネタリスクール  
テーマ："Theory of Stellar Evolution and Its Applications 
 -- From the First Stars to Planet-Hosting Stars and Gas Giant Planets" 
日程：2011 年 1 月 10 日-15 日 
場所：シーパル須磨 (神戸市) 
参加者：計 86 人（国内所属 60、海外所属 26） 

参加国別人数：日本 60, ドイツ 5, アメリカ 4, オーストラリア, ベルギー, 韓国, イギリス各 3, 
スイス 2, イタリア，オランダ, アルゼンチン各 1) 

講師と講義タイトル： 
 Daiichiro Sugimoto (Emeritus Professor, The University of Tokyo, Japan)  

Why the Stars and the Universe Evolve? 
Fundamentals of Stellar Structure and Evolution 
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The Discovery of Hayashi Phase and His Way of Thinking 
 Peter R. Wood (Australian National University, Australia) 

Evolution, Mass Loss and Variability of Low- and Intermediate-Mass Stars 
 Georges Meynet (University of Geneva, Switzerland) 

Evolution of Massive Stars and the Effects of Rotation 
 Alexander Heger (University of Minnesota, USA) 

Explosive Nucleosynthesis 
 Shinya Wanajo (Max-Planck-Institut für Astrophysik, Germany) 

Recent progress of the r-process nucleosynthesis and electron-capture supernovae 
 Stanley P. Owocki (University of Delaware, USA) 

Mass loss from Massive, Luminous Stars 
 Martin Asplund (Max-Planck-Institut für Astrophysik, Germany) 

The chemical composition of the Sun and solar-type stars 
 Jonathan J. Fortney (University of California, Santa Cruz, USA) 

Structure and Evolution of Gas Giant Planets 
 Andrea Ferrara (Scuola Normale Superiore, Italy) 

Star formation in the early Universe 
 Eline Tolstoy (University of Groningen, The Netherlands) 

Chemical Evolution of the Milky Way and Local Group Galaxies 
 Arlette Noels (Université de Liège, Belgium) 

Asteroseismology: a tool to unveil stellar interiors 
 

3 研究活動と成果  
 
3.1  概要  
（大槻）	
 

・惑星重力による微惑星捕獲過程	
 

惑星の重力による微惑星の一時捕獲過程は、不規則衛星の起源等に関連して重要である。本研究では太陽、惑星、微惑星の三

体問題軌道計算を行い、一時捕獲が起きるときの軌道の特徴ならびに一時捕獲確率について詳しく調べた。その結果、捕獲中

の軌道の形状は大きく４つに分類でき、微惑星のエネルギーと軌道離心率に依存することがわかった。また捕獲確率は微惑星

軌道離心率とともに大きくなること、惑星周りの順行軌道への捕獲が可能なのは、微惑星の離心率がある特定の範囲の値をと

る場合に限られること、等が明らかになった。	
 

・土星リングの粘性	
 

土星リングでは粒子が衝突と重力散乱を繰り返して角運動量を輸送しており、この過程による粘性がリングの力学進化や構造

形成において重要となる。本研究ではN体シミュレーションを用いて土星リングの粘性を求め、特に粒子の表面摩擦が粘性に

どう影響するかについて詳しく調べた。その結果、粒子の空間数密度が小さく粒子間重力が効くときには表面摩擦の効果によ

って粘性が大きくなること、空間密度が高い領域では表面摩擦の効果はあまり効かず、相互重力による角運動量輸送が支配的

となること、等を明らかにした。	
 

・土星リングからの熱輻射モデリングと粒子の熱慣性	
 

2004年に土星に到着し現在も土星を周回する探査機カッシーニは、土星リングからの熱輻射を様々 な方向から観測した。リン

グ粒子の主な熱源は太陽光による加熱であるため、土星の影への出入りによる温度変化の観測は、リング粒子の熱慣性に関す

る情報を与える。本研究ではリング粒子の運動状態も考慮して開発した熱輻射モデルを用いた計算とカッシーニによる観測を

比較することによりリング粒子の熱慣性を求めた。その結果、自転の速い小粒子は比較的なめらかな表面を持っており、自転

の遅い大きな粒子はレゴリス層に覆われているとすると観測結果をよく説明できることが明らかになった。	
 

	
 

（相川）	
 

・分子雲における炭素同位体・異性体分別	
 

分子雲の観測には13COなどの同位体がよく用いられる。また最近12C13CH/13C12CHなどの異性体も観測されるようになった。同位体

の比は12CX/13CX=60と仮定されることが多いが、実際の観測では、この比が60からずれることがある。また異性体の存在度比

も1ではないことが、最近の観測で分かってきた。このような現象を同位体分別、異性体分別という。我々 は分子雲の化学反

応ネットワークモデルを炭素同位体および異性体に拡張し、同位体分別および異性体分別過程を数値計算によって調べた。そ

の結果、観測されている分別が発熱交換反応（13C+	
 +	
 12CO	
 ⇔12C+	
 +	
 13CO,	
 13C12CH	
 +	
 H	
 ⇔12C13CH+H）によって起こることを定量的

に解明した。またCCSの異性体分別が13C12CS	
 +	
 H	
 ⇔12C13CS	
 +	
 Hで起こり得ることを示した。	
 

・星間衝撃波による分子雲形成モデル	
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分子雲は星間衝撃波後面でのガスの熱的不安定によって形成される。その過程は2次元MHDシミュレーションで研究されている

が、流体計算が重いため、多くの研究ではガスの組成進化を加熱・冷却に効く原子・分子についてしか解いていない。分子雲

はその名の通り分子ガスで構成されており、その組成に関する知見は分子雲の構造や進化段階を観測的に探る上で不可欠であ

る。本研究では1次元MHD衝撃波モデルを用いて、分子雲形成時の詳細な組成進化を調べた。すなわち、流体計算を1次元にし

て軽くし、ガス・ダストの詳細な化学反応ネットワークを解いた。その結果、炭素原子などの分布と進化を明らかにした。	
 

・	
 AKARIによる星間氷の空間分布観測	
 

赤外線天文得衛星AKARIを用いて星間分子雲L1517Aの背景星を観測した。対物分光によって10”×10”の視野内の背景星を同時

分光した。このデータを解析する手法を構築し、11天体についてスペクトルを抽出した。これらのほとんどにH2O氷による吸収

が検出された。また２天体については深いCO2氷吸収も検出された。H2O柱密度は減光度と正の相関を示した。	
 

・星形成過程における分子組成進化：first	
 coreの分子組成	
 

分子雲コアから原始星が形成される間に、ファーストコアと呼ばれる断熱的な天体が形成されると理論的に予想されている。

しかし寿命が1000年程度と短いこともあり、これまでに観測された例はなく、ALMA	
 の重要なターゲットの一つである。	
 星間

磁場や輻射輸送を考慮した多次元の流体シミュレーションにより、ファーストコアの力学的性質は近年よく調べられている。

一方、化学的性質についてはまったく知られていない。ファーストコアの分子組成を明らかにすることは、分子輝線観測にど

のラインを用いればよいか、という点から重要である。また、ファーストコアはその後星周円盤へと進化する。そのため、星

周円盤の初期組成にも制約を与えうる。	
 本研究では、まず3次元流体計算流体計算とから流体素片の軌跡を求め、これに沿っ

てラグランジュ的に分子組成進化を追った。流体計算には、分子雲コアからファーストコアまでの力学的進化を追える3次元

多重格子流体コードを用い、化学反応ネットワークモデルとしては低温(10	
 -	
 100	
 K)でのモデルと	
 高温(T	
 >	
 100K)でのモデ

ルを組み合わせた。その結果、組成の分布はほぼ温度分布に従うこと、大型有機分子の形成には気相とダスト表面反応の両方

寄与があることなどを明らかにした。	
 

	
 

（荒川）	
 

ラブルパイル天体の模擬物質としてmmサイズのガラスビーズ集合体の衝突破壊実験を行い，破壊したビーズの総量と衝突運動

エネルギーの関係を調べた．その結果，ラブルパイル構造を持つビーズ集合体では破壊が衝突点近傍に集中し，遠方でのビー

ズ飛翔速度は極めて小さくなることがわかった．また，高空隙率雪試料を用いた衝突実験を行い，衝突による天体の直接合体

条件に対する空隙率依存性を調べた．その結果，100m/s以下の衝突速度では，空隙率60̃ 70%で直接合体が起こることが分かっ

たが，合体条件は，弾丸と標的の質量比にも強く依存することが明らかになった．	
 

	
 

（中村）	
 

・多孔質天体の衝突破壊強度に対する内部構造の影響	
 

空隙をもった始原天体の衝突破壊強度は，物質の静的強度と空隙率に依存することが実験的に示されている．本研究では同じ

空隙率・静的引張強度を持つ標的であっても，内部構造を変えると衝突破壊強度が変化することを示した．	
 

・空隙をもった天体のクレーターのスケーリング則の構築	
 

強度の異なる空隙率40％のガラスビーズ焼結体に対してクレーター形成実験を行い，衝突条件とクレーター体積の関係式（す

なわちスケーリング則）を導いた．	
 

・鉄隕石母天体の衝突破壊強度の研究	
 

鉄隕石や鉄隕石を模擬した鉄標的が，どのような衝突条件で破壊されるかを調べた．標的単位質量あたりのエネルギーを一定

としたとき，小さい標的ほど衝突破壊しにくいことを示した．	
 

・衝突による塵生成過程の研究	
 

１．固体エジェクタの最大速度と衝突条件の関係を調べ，２．レーザー銃で実現される10km/s超の衝突による微小破片のサイ

ズ分布が衝突平衡の場合と異なることを示し，３．ミリメートルサイズの岩石は，センチメートルサイズの岩石よりも衝突破

壊に要する単位質量あたりのエネルギーが大きいことを示した．	
 

	
 

（伊藤）	
 

・高軌道傾斜角を持つ小惑星の直径分布	
 

小惑星の大半は黄道面に存在するが、ごく一部の小惑星は黄道面から離れた位置に存在し、大きな軌道傾斜角を持つ。我々 は

「すばる望遠鏡」を用いてこうした小惑星の観測を行い、直径頻度分布を求めた。その結果、直径の小さな小惑星は高黄緯領

域で少ないことがわかった。この結果は大きな相対速度においては衝突破壊過程が今まで考えられていた過程と異なる可能性

があることを示す。	
 

・プレアデス星団に属する若い星の伴星探査	
 

プレアデス星団は、1000個程度の小質量星からなる年齢1億年程度の集団である。我々 はこうした若い恒星の周囲に対して高

いダイナミックレンジを用いた観測を行い、暗い伴星を探査した。その結果、いくつかの伴星候補天体を発見したが、その後

のフォローアップ観測によりその多くは背景星であることがわかった。	
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・中質量星形成領域NGC1333の可視分光探査	
 

NGC1333は、太陽に最も近い中質量星形成領域で活発な星形成活動が行われている。我々 は、インドのギラワリ2m望遠鏡を用

いて、若い星の候補天体の可視分光観測を行った。その結果、NGC1333では褐色矮星などの低質量の星も数多く形成されてい

ることがわかった。	
 

	
 

（保井）	
 

・氷天体進化に関するレオロジー研究	
 

2010年度は10ヶ月間、日本原子力研究開発機構に在籍していたため、主な研究は原子力機構内の研究用原子炉で行った。氷

衛星の熱進化過程を解明するためのレオロジーモデルを構築するために必要な氷・岩石混合物の塑性変形に寄与する変形機構

を明らかにするため、変形強度と変形機構の変化を同時に測定するための装置開発およびその予備実験を行った。装置は既存

の中性子回折用圧密装置の一部を一定応力圧縮実験用に改造して、簡易的に作成した。歪み測定システムは導入せず、応力緩

和に伴う回折パターンの変化を測定するのみに留めた。2010年11月に研究用原子炉JRR-3で行った中性子回折実験の結果、

変形機構を示す結晶粒径や配向の変化を表すような回折パターンの変化は見られなかった。これは、試料で用いた氷粒子粒径

と中性子ビーム径がほぼ一致していたため、局所的な単結晶の微小な変化を見ているにすぎなかったからと考えられる。その

ためより小さな氷粒子で作成した試料を用いる必要があると判断した。しかし、モデル構築に必要な流動則データが小氷粒径

を持った氷・岩石混合物の場合はほとんどなかったため、神戸大学異動後から小氷粒径の氷・岩石混合物を用いた変形実験を

行い、流動則の氷粒径依存性を調べる実験を開始した。1度行った実験の結果、岩石を含まない氷試料では氷粒子の粒径依存

性は見られなかったが、直径1ミクロンの岩石粒子を混ぜた試料では、氷粒子の粒径依存性がある傾向が見られた。この粒径

依存性を調べる変形実験については来年度以降も系統的に行う必要があると考える。 
	
 

（林・岩山）	
 

・大気大循環モデルを用いた惑星大気の数値計算	
 

開発中の大気大循環モデルを用いて，火星,	
 地球,	
 および自転周期と公転周期が等しい惑星(以下,	
 同期回転惑星と呼ぶ)	
 の大

気循環の計算を行った．火星の計算においては,	
 水平格子点間隔	
 11	
 ㎞	
 の高解像度実験を実施し,	
 モデルの中で表現された

様々 な大気擾乱について調べた.	
 地球の計算においては,	
 火星と地球の大気循環の違いを調べることを目指して,	
 海のない条

件,	
 惑星半径を変化させた計算も行うことで,	
 様々 な要因が地球・火星の大気の子午面循環構造に影響を及ぼすことを示した.	
 

同期回転惑星の計算においては,	
 自転角速度を変更した計算を行ったところ,	
 大気循環のパターンは自転角速度によって大き

く異なり,	
 おおよそ	
 3	
 種類に分類できることがわかった.	
 また,	
 液体の水の存在条件を規定する概念のひとつである暴走温

室効果状態の発生条件についても調べており,	
 太陽定数増大実験を行っているところである.	
 

・球殻磁気流体力学モデルを用いたダイナモ計算	
 

球殻対流によるダイナモの境界条件に対する依存性を明らかにすることを目指して,	
 球殻磁気流体力学モデルを用いて,	
 球殻

の上端で応力なし,	
 下端で滑りなしの境界条件を与えて計算を行った.	
 計算の結果,	
 上端の境界条件の違いによって,	
 球殻内

に生じる流れや生じる磁場強度に大きな違いが生じることが明らかとなった.	
 	
 

・一般化された2次元流体の理論的研究	
 

地球流体力学で知られた複数の2次元流体系を統一的に記述することが出来る，一般化された2次元流体について，単位の渦が

生成する流れ関数場（Green関数）の導出を行った．また,	
 Green関数を用いて，物理的に理にかなった系の存在するαの範囲，

乱流の性質のα＝2で転移を説明した．さらに非等方な一般化された2次元流体系を提唱し，Green関数の導出，物理的に理に

かなった系の存在性について議論を行った．これらの結果はPhysical	
 Review	
 Eに印刷・公表されている．また，一般化され

た2次元流体の平行流の安定性についても研究した．具体的な平行流について線形安定性解析を行い，αの変化にともなる擾

乱の成長率や最大成長の変化を波の共鳴の観点から解釈することを試みた．	
 

・非一様楕円渦の軸対称化に関する数値実験的研究	
 

2次元乱流中の渦は，フィラメントを放出しながら軸対象化することが知られている．このような性質を詳細に調べるために，

非一様な渦度分布を持つ孤立した楕円渦の軸対称化を数値的に詳細に調べた．フィラメントは楕円の長軸から放出され，楕円

の軸に関する渦の鏡像対称性を破る．この鏡像対象性の破れが楕円渦を軸対称化するセンスの速度場を誘起する．2次元非圧

縮性流体では，非圧縮条件から渦の長軸は短軸よりも大きな変形を受けることが導けるが，実際にフィラメントは長軸から放

出されるので，それは長軸の変形に大きな寄与をもたらし，いっぽう短軸はフィラメントからの距離が遠いこと，2本のフィ

ラメントが誘起する速度は互いに相殺するセンスに働くことから短軸の変形が小さいことがわかった．	
 

・2次元非圧縮性流体の微分幾何学的考察	
 

2次元非圧縮性流体は流れ関数で記述することが出来る．流れ関数場を3次元空間内の曲面とみなして，微分幾何学的考察を行

った．曲面を特徴づける代表的な量は平均曲率とGauss曲率であるが，これらは渦度とOkubo-Weiss場に対応することがわかっ

た．これらを用いて，流れ場を幾何学的観点から分類した．さらに，非圧縮渦無し流に対するOkubo-Weiss場の複素速度ポテ

ンシャルを用いた表式を導出し様々 な渦無し流に対するGauss曲率を計算した．さらにOkubo-Weiss場を渦列の安定性の評価に

適用することを試み，定性的に渦列の安定性が議論できることを示した．これらの結果はJournal	
 of	
 Physics	
 Aに印刷・公表
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され，「新規性，重要性ならびに今後の研究への潜在的な影響力」に関する秀逸性を基準として選出されるIOP	
 select	
 に選ば

れた.	
 

・地球科学データの高度利用と流通のための基盤開発	
 

地球流体科学における数値データのネットワーク利用を促進し,	
 同分野での情報爆発問題の解決に資するためのWeb	
 ベースの

共通基盤ソフトウェアGfdnaviの開発をおこなった.	
 Webブラウザを用いたGUIによる対話的な操作に加え,	
 Webサービスを実装

することで,	
 Gfdnaviサーバをリモートからプログラミングによる操作することを可能にした.	
 また,	
 相互検索・横断利用の開

発を行い,	
 横断的にデータや知見の検索・利用を可能とした.	
 

	
 

（山中）	
 

静止気象衛星を用いた海洋大陸および熱帯西太平洋における対流活動の研究日本の気象観測に用いられてきた	
 3	
 世代の静止

気象衛星（GMS-5,	
 GOES-9,	
 MTSAT-1R）が観測する赤外線放射量から得られる温度データなどを用いて海洋大陸および熱帯西

太平洋における対流活動の様々 な周期変動の地理的分布について研究した．	
 

	
 

（留岡・瀬戸）	
 

・コンドリュール・リムの成因	
 

コンドライト隕石中のコンドリュールの多くは微粒子からなるリムに覆われている。リムはコンドリュールが原始星雲を漂っ

ているとき，星雲中の塵をその表面に付着させて形成されたと広く考えられてきた。我々 は，モコイアCV3隕石のコンドリュ

ールとリムを，電子顕微鏡を用いて調べた結果，リムは最終的には隕石母天体で形成されたという結論に至った。モコイア隕

石中の全てのコンドリュール/リムは様々 な程度の水質変成を受けているのに対し，それらの間を埋めるマトリックスは水質

変成の痕跡を示さない。このことは，コンドリュール/リムは，隕石母天体上のモコイア隕石が存在していた場所とは別の場

所で水質変成を受け，その後，衝突による角礫岩化によって形成されたクラスト（岩片）であることを示唆している。リムと

は以前の場所にあったときには，コンドリュールの周りにあったマトリックスだと思われる。	
 

・衝撃を与えた含水隕石と原始星円盤の赤外スペクトルの比較	
 

様々 な圧力（10–49	
 GPaの範囲）で人工的に衝撃を与えた含水隕石試料の赤外スペクトルと，原始星雲円盤を持つ様々 な若い

星の天文学的に観測された赤外スペクトルとの詳細な比較を行った。衝撃を与えた含水隕石のスペクトルは，デブリ円盤のス

ペクトルと良い一致を示すことがわかった。調べた原始星は，高い圧力と低い圧力を受けた隕石のスペクトルに類似する2つ

のグループに分けられる。これらグループの違いは，含水ケイ酸塩の脱水およびケイ酸塩の非晶質化の程度の違いによって説

明できる。原始星雲の非晶質物質およびガスは，星間物質由来と一般に考えられているが，我々 の結果は，それらの主要な割

合は微惑星衝突によって形成されたことを示唆している。この結果にもとづいて，様々 な成長段階にある原始星雲内における

塵の物性および微小天体同士の衝突による塵形成プロセスの推定・モデル化を行った。	
 

・Acfer	
 094隕石中の酸素同位体異常物質COSの高分解能像観察と成因の考察	
 

炭素質コンドライトAcfer	
 094のマトリックスに存在する異常な酸素同位体組成を持つ物質COS試料について透過電子顕微鏡

(TEM)による原子スケールの詳細な観察を行い、その生成条件を検討した。観察の結果、構成鉱物であるmagnetiteとpyrrhotite

は100nm程度のオーダーで虫食い状に入り組んだ組織を示していた。さらにこのような組織を再現するため、縦型管状高温炉

を用いて再現実験を行った。生成物の組織を詳細に検討した結果、COSが溶融急冷による共晶組織である可能性が高いことが

分かった。	
 

・二次元全パターンフィッティングによる結晶選択配向性評価手法の開発	
 

結晶の選択配向性は、弾性波速度、電気伝導度、熱伝導度などといった結晶集合体のバルク物性に大きな影響を及ぼす重要な

要素であるが、極限状態下における解析はこれまで困難であった。本研究ではX線回折における二次元強度分布が本質的に配

向性や粒子サイズに関連する情報を持っていることに注目し、その図形を二次元のまま全パターンフィッティングを行うこと

で、配向性の情報を抽出する方法を提案した。開発および実験試料への応用を進めた結果、現在までに比較的複雑な結晶構造

をもつ多結晶体試料の配向性解析に成功している。	
 

	
 

（郡司・春名）	
 

・複雑ネットワークへのカテゴリー論の応用	
 

従来の複雑ネットワーク研究ではネットワークの頂点を単なる点として扱ってきたが、現実のシステムでは頂点として表現さ

れる対象内部では何らかのプロセスが走っていることが多く、頂点間の相互作用は内部プロセス同士の接合面であるという双

対的な見方ができる。本研究では、このような双対的な見方をカテゴリー論を用いて定式化し、誘導される普遍的なネットワ

ークの大域的構造を見出した。特に、新しい連結性概念を導出し、configuration	
 model(頂点の次数分布のみが指定されたラ

ンダムネットワーク)上のpercolation	
 problemを解いた。また、線虫C.	
 elegansの神経ネットワークのデータ解析への応用

も行い、新しい連結性によってニューロンの機能によるクラスタリングを部分的に捉える事ができることが分かった。	
 

・値と順序の双対性によるPermutation	
 Complexityの研究	
 

有限状態定常確率過程の単位時間当たりの値の不確実さを測るEntropy	
 Rate が単位時間当たりの値の間の順序の不確実さを
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測るPermutation	
 Entropy	
 Rateと一致することが2005年にエルゴード理論の結果を用いて証明されている。本研究では、値

と順序の間の双対性を構成することにより、上記の等式のエルゴード理論の結果を用いない初等的な証明を与えた。副産物と

して、有限状態定常確率過程の大域的相関の尺度であるExcess	
 Entropy に関しても、過程がエルゴード的かつマルコフ的で

あれば、Permutation	
 Excess	
 Entropyと一致することを示した。	
 

・非平衡熱水系におけるアミノ酸熱重合物の振舞い	
 

海底熱水孔は生命の起源の場の候補の一つとして注目されている。本研究では、海底熱水孔近辺の多孔質状の地質環境を模倣

した温度勾配系を室内に構築し、そこでのアミノ酸熱重合物の振舞いを調べた。アミノ酸熱重合物は水中で自己凝集して微小

球を形成するが、本実験系内に長時間滞在させると微小球が溶解してその周囲にカプセルを形成する場合があることを見出し

た。実際にカプセルが形成されていることを走査型電子顕微鏡による撮影で確認した。	
 

・ラフ集合誘導束の導出と構造に関する研究	
 

ラフ集合は、近傍系を同値類に置き換えることで、内点集合に相当する下近似集合、閉包に相当する上近似集合を定義し、与

えられた集合を近似する道具として1980年代に提案されたものである。2000年以降、定義に恣意性があるファジー集合に代

わり、曖昧さを表現する装置として人工知能やロボティックスの分野で急激に活用され発展してきた。ここでは、与えられた

集合の直積上で定義される二つの同値関係、上近似、下近似操作から、二つの演算を定義し、その不動点の集合として束が構

成できること、逆に、任意の束に対して、これをラフ集合で表現するための二つの同値関係の対を構成できることが証明され

た。	
 

・ラフ集合誘導束を用いた両義図形の解析	
 

両義図形の実験では、ラフ集合概念に基づき我々 が開発したラフセット誘導束を用いて図形の図地関係＝論理構造を解析した。

画像認識などの分野では、エッジの検出や肌理のグルーピングなどの図の抽出に終始した研究がほとんどである。そこで我々

は、両義図形における図地の補完関係の二重性に注目し,	
 その図地関係の解析を考えた。具体的には、図形の属性による分割

を考え、ラフセット誘導束を用いてそれらの二重の分割の最大公約を取り出しその論理構造を補元関係で定義される図地関係

で評価した。その結果、両義図形では図地関係が一意に分離されているという特殊な構造をもっていることがわかった。	
 

・ラフ集合誘導束を用いた文学作品の図地解析	
 

文学作品の場面を、登場人物の集合とその振舞いの集合との間の二項関係で表し、そこから得られるラフ集合誘導束によって

解析した。場面ごとに主要な登場人物とその背景的役割を果たす登場人物の間で、多くの場合相補関係が成立することや、背

景にあった登場人物がスピンオフする場合も相補関係は維持すること、登場人物の大多数が一同に会する場面になると束の分

配性が落ち、それによって図･地関係に多義性が生じていることなどが認められた。	
 

・真性粘菌の行動解析とそのモデル	
 

真性粘菌の餌探索パターン解析の実験を行い、その時間発展の様子をビデオ解析することで、メッシュ状パターンからカリフ

ラワー状のトリー構造へと発展する特徴が得られた。また複数の餌をパッチ状に与えたとき、その適応的ネットワークは、探

索と最適化の両者のバランスをとるパターンとなることが示された。これらの挙動を説明する、非同期でアップデートする格

子モデルが提案された。このモデルは、イマジナリーな点がアップデートを誘導しアップデートの記憶がアップデートを阻害

する格子モデルである。すなわち、予期と記憶によって原形質伝播が制御される。このモデルに原形質活性格子（粘菌に対す

る餌に対応）を与えるとき、真性粘菌の形成する全てのパターンがシミュレートでき、また探索と最適化のバランスのとり方

についても実際の真性粘菌をよく摸しているという結果が得られた。	
 

・クラス4階層オートマトンの研究	
 

セルオートマトンは複雑なシステムを解析する最も簡単な道具の一つと考えられている。局所的な相互作用ルールによって時

間発展する1次元セルオートマトンのパターンはその複雑さから振動パターン（オーダー）を示すクラス１、２、カオスを示

すクラス３、両者の特徴を兼ね備えたクラス４に分類される。またルール空間をうまく設定するとき、パラメータ化されたル

ールがクラス１２→４→３に整列し、オーダーとカオスの間にクラス4が見出される、クラス４は複雑系＝臨界現象の或る種

の標語として用いられてきた。ここでは局所的ルールの代数的構造からラフ集合誘導束を得ることで、その大域的挙動、クラ

スを推定できることを示し、これを利用して、クラス１，２を示すラフ集合誘導束に近づけるべく、クラス３のセルオートマ

トンに中間層を導入すると、クラス４の挙動が得られることを示した。	
 

・ミナミコメツキガニの行動および群れに関する研究	
 

従来動物の群れに関する研究は計算機シミュレーションによる研究のみが先行してきたが、2005～6年以降急激に画像解析に

よる、運動像データの解析研究が進んだ。その結果、群れ内部の構造や、シミュレーションモデルとの齟齬が見出され、群れ

の研究は爆発的な進展をみせつつある。特にヨーロッパではSTARFLAG 計画というムクドリの群れの解析、モデル化の大規模

な研究プロジェクトが存在し、ムクドリの群れに存在するスケールフリーな相関領域を発見している。我々 は、内的ゆらぎを

群れ形成に積極的に利用する群れのモデルを2 種類構築し、これらがいずれもスケールフリーな相関領域を示す結果を得た。

また西表島に棲息するミナミコメツキガニの巨大な群れを観察・ビデオ撮影し、その運動像の解析によって、内的ゆらぎが群

れ形成に積極的役割を果たしていること、群れがスケールフリーな相関領域を有していることを示した。また、内的ゆらぎの

寄与により、外的ゆらぎに対して群れの頑健性が高く、群れを利用して、周期振動する時計や、論理ゲートを実装可能なこと

が示された。	
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・共感覚に関する認知科学的研究	
 

共感覚とは、音楽を聴く際、色を感じる現象であり、数字を見る際に特定の色を伴うといった、異なるモダリティー間の混合

を示唆する特異な認知現象である。しかし、一般に認められるものではなく、その実験は極めて困難であると考えられる。し

かし異なるモダリティー間の弱い相関は一般にもみられ、音楽にも何らかの興趣が生じ、人によって異なる感覚を得ることが

できる。ここでは聴覚と視覚の相関を調べるため、同じ色でも高周波の音を聞きながら見ることで感じる色相、彩度、明度に

違いを感じるか否か調べた。その結果、彩度に関して聴覚との弱い相関が示された。	
 

・自己組織化過程の言語学的研究	
 

プラグマティズムの祖であるパースの言語学を援用・発展させながら、タイプ・トークンの動的双対

関係、アブダクションに関するモデルを構築している。タイプ・トークンの動的双対性、調停を駆動

するには、その中間媒介者である概念装置が必要であり、これを実現するため、ここではタイプとト

ークンの性格を両義的に有する或る種の混合物を導入している。	
 

	
 

(高橋) 
 惑星大気大循環モデルを用いた火星と地球の数値実験 
大気大循環モデルを用いて，火星と地球の大気循環の計算を行った．また, 火星と地球の大気循環の

違いを調べることを目指して,海のない条件での計算, 惑星半径を変化させた計算など, 地球と火星を

念頭に置いたパラメタ実験を行った. 火星の計算においては, 水平格子点間隔 11 ㎞ の超高解像度実

験を実施し, モデルの中で表現された様々な大気擾乱について調べた. 地球や火星を念頭に置いたパ

ラメタ実験においては, 様々な要因が地球・火星の大気の子午面循環構造に大きな影響を及ぼすこと

を示した. 
 
(鈴木) 
・粉体ターゲットへの衝突で形成されるエジェクタ地形の形成過程 
実験室において粉体ターゲットへの衝突クレーター形成を観察すると，衝突速度とチャンバー内圧力

を変えることで様々な地形が形成されることがわかっている．今年度は，中でもチャンバー内圧力が

0.1～1気圧で衝突速度が数 10m/s以上のときに見られるリッジ地形に着目し，その形成過程に迫った． 
このリッジ地形は，火星クレーター周辺に見られるランパートと呼ばれるエジェクタ地形ととても良

く似ている．ランパートの形成過程は，火星の表層環境進化を理解する鍵となるかもしれないため，

解明が期待される分野である． 
室内実験や簡単なモデル計算の結果，リッジ地形は非常に遅い放出速度を持つ粉体粒子で構成されて

おり，クレーター形成後，リム付近から放射状の流れが発生してできることがわかった．放射状の流

れの成因については今後の研究課題である． 
 
(木村 宏) 
・彗星塵の力学進化のモデル化 
原始太陽系円盤内でサブミクロンの塵(ダスト)が付着成長することによって形成された微惑星の生き

残りで ある彗星の形成・進化を理解するために、サブミクロン粒子凝集体ダストの力学進化を決定し

た。世界中のさまざまな研究者が計算した凝集体ダストの光散乱特性データをコンパイルしたウェブ

サイト(https://www.cps-jp.org/~lisa/)を立ち上げ、これらのデータを用い、サブミクロン粒子凝集体

ダストの輻射断面積から太陽輻射圧／重力比を計算し、NASA のディープインパクトミッションで得

られたデータを解析することで、テンペル１彗星表層のダストマントルは、比較的コンパクトな構造

をもつサブミクロン粒子凝集体ダストからなっていることが分かった。これによって、彗星が太陽周

回にともない比較的コンパクトなサブミクロン粒子凝集体ダストが表層に残るという彗星の進化が示

唆された。 
 
(谷川)	
 

・ガス惑星周りの原始衛星系ガス円盤の構造	
 

周惑星円盤の構造は、巨大ガス惑星周りの衛星形成には決定的に重要であるにもかかわらず、その円

盤の構造は明らかにされないまま衛星形成理論は構築されている。そこで我々は、ガス惑星形成時に

出来る周惑星円盤構造を高解像度で求め、周惑星円盤構造に着目して流れ場を詳しく解析した。惑星

近傍のみを効率よく高空間分解能で計算可能な多重格子法、および惑星近傍のみを切り出した局所近

似回転座標系を採用することで、実効的な解像度を飛躍的に高め、周惑星円盤の分解に必要な解像度

を確保した。計算により得られた流れ場を解析した結果、周惑星円盤中の中心面付近のガスは広い領
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域に渡って外側へ移動しており、惑星への実質的なガス降着は、周惑星円盤を経由せず上空から一気

に惑星近傍へと落下していることが明らかになった。また、原始惑星系円盤中で中心面付近にいるガ

スは惑星へと降着できないことも確認した。	
 

	
 

(木村 淳) 
・氷衛星表面における反射率とその分布の長期的変化 
外惑星領域に多く存在する氷衛星の表面には反射率の低い不純物が含まれているが，温度の変化に伴

う氷の昇華によって不純物の相対的濃度が変化し，表面反射率とその全球分布が長期的に変化する可

能性が示唆されてきた．本研究では，不純物の存在と反射率の表面分布が特に明瞭な土星の衛星イア

ペタスに着目し，長期的な反射率変化の可能性を検証した．衛星の公転に伴う表面での日射の変化と

長期的な土星系の軌道変化を考慮した表面温度の変化とそれに伴う氷の昇華量を見積もり，表面反射

率とその分布の変化を数値計算によって調べた結果，現在の反射率分布には氷の昇華が本質的な寄与

を果たしているとともに，その初期分布は現在と全く異なる可能性があることを示した． 
・月裏側での火成活動の長期継続性 
月の海玄武岩の年代決定は，月の熱史の理解に本質的に重要である．月探査機 SELENE（かぐや）搭

載の地形カメラを用いて裏側の海玄武岩における衝突クレータのサイズ頻度分布を調査したところ，

当該領域の海玄武岩の推定年代は 35-27 億年前であり，この領域の海を形成した火成活動は 39-26 億年

前の期間において継続していたことが分かった．中でもモスクワの海の玄武岩で年代とその厚さを推 
定したところ，少なくとも 15 億年前まで火成活動が継続しており，海玄武岩の厚さは 600m 以上ある

ことが分かった．この火成活動の長期性と溶岩噴出の多量さは，モスクワの海下部の地殻厚さが他の

裏側の海に比べて極めて薄いことに起因していると考えられる．また，モスクワの海と同サイズの表

側海とで噴出溶岩の体積を比較した結果，裏側でのマグマ生成率は表側の約 3.1 倍小さいことが見い 
出された． 

 
(杉山) 
・汎惑星気候モデルに向けた雲対流モデルの整備 
開発してきた雲対流モデルに地球の雲凝結や火星の主成分凝結を陽に扱うための物理過程を追加し, 
合わせて計算領域を水平鉛直 2 次元から 3 次元へ拡張した. 
・雲対流モデルを用いた火星と木星の数値実験 
木星雲層の平均的鉛直構造と運動の様相を掌握することを目的とした水平鉛直 2 次元の数値実験を行

った. 強い鉛直流によって, 雲層内で複数成分の雲と蒸気が鉛直方向によく混合することを示した. 
この結果は, 従来の鉛直一次元の平衡大気モデルの結果を元にした議論では説明が難しかった, 観測

された背の高い積雲や雲層上部のアンモニア蒸気の分布と整合的である.火星大気においては, 主成分

凝結対流の平衡状態を求めることを目的として,対流運動と主成分凝結を陽に考慮した火星雲対流の

直接数値計算を世界に先駆けて行った. 地球大気の雲対流とは異なり, 雲層内部では上昇域が相対的

に冷たく, 上昇する気塊には負の浮力が働くという特徴を示した. 雲層内部で負の浮力が働くにもか

かわらず雲対流が維持されるのは, 雲層より下方で上昇する気塊に十分大きな浮力が働くためである. 
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 富山大学・富山県富山市,	
 日本,	
 2010.09.18-20	
 

 相川祐理,	
 星・惑星系形成過程におけるガス・氷組成,	
 ALMA-Subaru	
 Workshop	
 2010	
 (宇宙・銀河・星・惑星・生命

の誕生）,	
 国立天文台三鷹,	
 日本,	
 2010.9.29-10.1	
 

 伊藤洋一、松尾太郎,	
 Direct	
 Imaging	
 Observations	
 of	
 	
 Extra-Solar	
 Planets	
 with	
 SCI,	
 SPICAワークショップ,	
 国

立天文台,	
 三鷹、東京,	
 2010.12.17-18	
 

 瀬戸	
 雄介,	
 デバイリングの二次元パターンフィッティングによる配向性評価手法の開発,	
 Pring-8利用者懇談会地球

惑星科学研究会・高圧物質科学研究会 2010 年度合同研究会合,	
 兵庫県佐用郡・SPring-8,	
 日本,	
 2011.1.5-6(口頭/

招待講演)	
 

 伊藤洋一,	
 FMOS を使った星形成領域の観測,	
 FMOS ワークショップ,	
 国立天文台,	
 三鷹、東京,	
 2011.2.28-3.2	
 

	
 

	
 

	
 

3.2.5.2  招待講演以外（出前講義、サイエンスセミナー、サイエンスフェアなど）	
 

＜2010 年度＞	
 
 林祥介,サイエンスセミナー,	
 参加者 50 名,	
 金星大気の不思議	
 金星探査機「あかつき」へ向けて	
 2010.7.31,	
 

神戸大学百年記念館大講堂	
 

 中村昭子,	
 模擬授業（対象：鳥取県立倉吉西高等学校,	
 天体衝突とクレーター,	
 2010.10.14,	
 神戸大学自 3 号館 609，

612 号室	
 

 中村昭子,	
 健康ライフプラザ・土曜健康科学セミナー,	
 小惑星の起源と"はやぶさ"の探査	
 2010.11.27,	
 神戸市健

康づくりセンター健康ライフプラザ	
 

 西澤誠也,	
 七夕講演会,	
 2010/07/07,	
 UCC カフェ	
 コンフォート神戸市庁舎店	
 

	
 

3.2.5.3  招待講演以外（学会）	
 

＜2010 年度＞	
 
 中村昭子、高沢晋、門野敏彦、荒川政彦、土肥弘嗣、重森啓介、弘中陽一郎、渡利威士、佐野孝好、藤岡慎介、境家
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達弘、大野宗祐、瀬戸雄介、前田誠、瀬藤真人、町井渚、竹内拓,	
 宇宙固体物質への高速衝突による塵生成過程の解

明のための衝突破片回収実験～惑星系における塵生成のスケーリング則構築に向けて～,	
 レーザー研シンポジウム

2010,	
 大阪大学レーザーエネルギー学研究センター,	
 大阪,	
 2010.4.27-28(ポスター)	
 

 Seto	
 Y.,	
 Nishio-Hamane	
 D.,	
 Nagai	
 T.,	
 Fujino	
 K,	
 Crystal	
 structure	
 of	
 solid	
 carbon	
 dioxide	
 CO2-V:	
 a	
 possible	
 
host	
 for	
 subducted	
 carbon	
 in	
 the	
 lower	
 mantle,	
 日本地球惑星科学連合 2010 年大会,	
 東京都・幕張メッセ	
 国際

会議場,	
 日本,	
 2010.5.23-28(口頭)	
 

 Fujino	
 K.,	
 Hamane	
 D.,	
 Seto	
 Y.,	
 Sata	
 N.,	
 Nagai	
 T.,	
 Shinmei	
 T.,	
 Irifune	
 T.,	
 Ishii	
 H.,	
 Hiraoka	
 N.,	
 Yong-Qiang	
 
Cai,	
 Ku-Ding	
 Tsuei.,	
 Spin	
 transition	
 of	
 ferric	
 iron	
 in	
 Mg-perovskite	
 and	
 its	
 implication	
 to	
 the	
 lower	
 mantle.,	
 

日本地球惑星科学連合 2010 年大会,	
 東京都・幕張メッセ	
 国際会議場,	
 日本,	
 2010.5.23-28(口頭)	
 	
 

 桂武邦、中村昭子、瀬藤真人、高部彩奈、長谷川直、三軒一義,	
 鉄隕石の衝突破壊強度,	
 日本地球惑星科学連合 2010

年大会,	
 幕張メッセ,	
 千葉,	
 2010.5.23-28(ポスター)	
 

 中村昭子,羽倉祥雄、中村昭子、鈴木絢子,	
 強度支配域と重力支配域の移行領域における衝突クレーター実験,	
 日本

地球惑星科学連合 2010 年大会,	
 幕張メッセ,	
 千葉,	
 2010.5.23-28(口頭)	
 

 高沢晋、中村昭子,	
 衝突破片サイズ分布の標的サイズ効果～小さい標的を用いた衝突破壊実験～,	
 日本地球惑星科学

連合 2010 年大会,	
 幕張メッセ,	
 千葉,	
 2010.5.23-28(口頭)	
 

 岡本尚也、樋口有理可、井田茂,	
 土星・木星の散乱による小惑星の不規則衛星への進化,	
 日本地球惑星科学連合 2010

年大会,	
 幕張メッセ,	
 千葉,	
 2010.5.23-28(ポスター)	
 

 乙藤洋一郎・横山昌彦・北田数也・Haider	
 Zaman,	
 チベット南東部域の地殻変形の様子を古地磁気とＧＰＳデータか

ら探る,	
 日本地球惑星科学連合 2010 年大会,	
 幕張メッセ・千葉県幕張市,	
 日本,	
 2010.05.23-28,(ポスター)	
 

 乙藤洋一郎,	
 河村拓哉・青木裕晃・森永速男・劉育燕・乙藤洋一郎,	
 インド−アジア衝突は東アジアのどこまで変形

をもたらしのか?(2),	
 日本地球惑星科学連合 2010 年大会,	
 幕張メッセ・千葉県幕張市,	
 日本,	
 2010.05.23-28,(口頭)	
 

 島	
 伸和,	
 水間恵子・島伸和・辻野良輔・野木義史・沖野郷子,	
 南西インド洋海嶺 37°Ｅにおける上部マントル比抵

抗構造の推定,	
 日本地球惑星科学連合 2010 年大会,	
 幕張メッセ・千葉県幕張市,	
 日本,	
 2010.05.23-28(口頭)	
 

 島	
 伸和,	
 佐藤太一・沖野郷子・島伸和・羽入朋子・水野真理子・小嶋孝徳・奥村智,	
 南西インド洋海嶺 34-40E の

超低速拡大セグメントの地球物理学的研究（KH0704-Leg2	
 and	
 KH0905-Leg4）,	
 日本地球惑星科学連合 2010 年大会,	
 幕

張メッセ・千葉県幕張市,	
 日本,	
 2010.05.23-28(口頭)	
 

 佐々木洋平,	
 竹広	
 真一,	
 林祥介,	
 倉本圭,	
 上端応力無し条件下端粘着条件を課した回転球殻中に	
 出現する弱磁場

ダイナモ,	
 地球惑星科学連合	
 2010	
 年大会,	
 幕張メッセ,	
 幕張,	
 2010.5.23-28(口頭)	
 

 納多哲史,	
 石渡正樹,	
 中島健介,	
 高橋芳幸,	
 森川靖大,	
 西澤誠也,	
 林祥介,	
 同期回転惑星の大気大循環とその自転

角速度依存性,	
 地球惑星科学連合	
 2010	
 年大会,	
 幕張メッセ,	
 幕張,	
 2010.5.23-28(口頭)	
 

 杉山耕一朗,	
 小高正嗣,	
 中島健介,	
 森川靖大,	
 山下達也,	
 石渡正樹,	
 倉本圭,	
 林祥介,	
 木星大気雲対流構造のパラ

メタ依存性に関する数値実験,	
 地球惑星科学連合	
 2010	
 年大会,	
 幕張メッセ,	
 幕張,	
 2010.5.23-28(口頭)	
 

 森川靖大,	
 石渡正樹,	
 高橋芳幸,	
 小高正嗣,	
 林祥介,	
 惑星大気大循環モデルの設計と開発,	
 地球惑星科学連合	
 2010	
 

年大会,	
 幕張メッセ,	
 幕張,	
 2010.5.23-28(口頭)	
 

 山下達也,	
 小高正嗣,	
 杉山耕一朗,	
 中島健介,	
 石渡正樹,	
 林祥介,	
 主成分凝結を伴う火星大気対流の二次元数値実

験,	
 日本気象学会	
 2010	
 年度春季大会,	
 国立オリンピック記念青少年総合センター,	
 東京,	
 2010.5.23-26(ポスター)	
 

 納多哲史,	
 石渡正樹,	
 中島健介,	
 高橋芳幸,	
 森川靖大,	
 西澤誠也,	
 林祥介,	
 同期回転惑星の大気大循環とその自転

角速度依存性,	
 日本気象学会 	
 2010 	
 年度春季大会,	
 国立オリンピック記念青少年総合センター,	
 東京,	
 

2010.5.23-26(口頭）	
 

 林祥介,	
 納多哲史,	
 石渡正樹,	
 中島健介,	
 高橋芳幸,	
 森川靖大,	
 西澤誠也,	
 林祥介,	
 同期回転惑星の大気大循環と

その自転角速度依存性,	
 日本気象学会	
 2010 年度春季大会,	
 国立オリンピック記念青少年総合センター,	
 日本,	
 

2010.5.23-26(口頭)	
 

 留岡和重，瀬戸雄介,	
 前田	
 誠,	
 留岡	
 和重,	
 瀬戸	
 雄介,	
 CMコンドライト中のマグネタイトに富むクラスト：CM 母天

体における水質変成環境の考察.,	
 日本地球惑星科学連合 2011 年大会,	
 東京都・幕張メッセ	
 国際会議場,	
 日本,	
 

2010.5.23-28	
 

 林祥介,	
 納多哲史,	
 石渡正樹,	
 中島健介,	
 高橋芳幸,	
 森川靖大,	
 西澤誠也,	
 林祥介,	
 同期回転惑星の大気大循環と

その自転角速度依存性,	
 日本地球惑星科学連合	
 2010	
 年大会,	
 幕張メッセ	
 国際会議場,	
 日本,	
 2010.5.25-28(口頭)	
 

 林祥介,佐々木	
 洋平,	
 竹広	
 真一,	
 林祥介,	
 倉本	
 圭,	
 上端応力無し条件下端粘着条件を課した回転球殻中に出現す

る弱磁場ダイナモ,日本地球惑星科学連合	
 2010	
 年大会,	
 幕張メッセ	
 国際会議場,	
 日本,	
 2010.5.25-28(口頭)	
 

 林祥介,	
 Takahashi,	
 Y.	
 O.,	
 Hayashi,	
 Y.-Y.,	
 Odaka,	
 M.,	
 and	
 Ohfuchi,	
 W.,	
 Effects	
 of	
 small	
 and	
 medium	
 scale	
 

disturbances	
 on	
 the	
 dust	
 lifting	
 on	
 Mars:	
 general	
 circulation	
 model	
 experiments,	
 日本地球惑星科学連合	
 2010	
 

年大会,	
 幕張メッセ	
 国際会議場,	
 日本,	
 2010.5.25-28(口頭)	
 

 Kengo	
 Yoshita,	
 Mitsuteru	
 Sato,	
 Yukihiro	
 Takahashi,	
 Kazuya	
 Yoshida,	
 Yuji	
 Sakamoto,	
 Makoto	
 Suzuki,	
 Tomoo	
 Ushio,	
 
Thomas	
 Farges,	
 Elisabeth	
 Blanc,	
 Development	
 of	
 photometers	
 onboard	
 the	
 JEM-GLIMS	
 and	
 the	
 TARANIS,	
 JpGU	
 meeting,	
 

Makuhari,	
 Chiba,	
 23-28	
 May,	
 2010.	
 

 Kengo	
 Yoshita,	
 Mitsuteru	
 Sato,	
 Yukihiro	
 Takahashi,	
 Kazuya	
 Yoshida,	
 Yuji	
 Sakamoto,	
 Makoto	
 Suzuki,	
 Tomoo	
 Ushio,	
 
Development	
 of	
 Filter	
 Photometers	
 onboard	
 the	
 JEM-GLIMS,	
 JpGU	
 meeting,	
 Makuhari,	
 Chiba,	
 23-28	
 May,	
 2010.	
 

 木村	
 淳,	
 倉本	
 圭,	
 諸田	
 智克,	
 月の内部熱進化再考：地殻重力異常形成と火成活動継続期間への示唆	
 ,	
 地球惑星科

学連合 2010 年大会,	
 5 月 24 日,	
 幕張,	
 千葉,	
 2010,	
 (ポスター)	
 

 田中	
 智,	
 飯島祐一,	
 三谷	
 烈史,	
 大嶽	
 久志,	
 小川	
 和律,	
 小林	
 直樹,	
 木村	
 淳,	
 倉本	
 圭,	
 次期月探査計画

SELENE-2 科学搭載機器の検討状況(2),	
 地球惑星科学連合 2010 年大会,	
 5 月 24 日,	
 幕張,	
 千葉,	
 2010	
 (口頭)	
 

 佐々木	
 洋平,	
 竹広	
 真一,	
 林	
 祥介,	
 倉本	
 圭,	
 上端応力無し条件下端粘着条件を課した回転球殻中に出現する弱磁
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ダイナモ,	
 地球惑星科学連合 2010 年大会,	
 5 月 25 日,	
 幕張,	
 千葉,	
 2010	
 (口頭)	
 

 木村	
 淳,	
 倉本	
 圭,	
 巨大氷衛星の内部分化と熱史,	
 地球惑星科学連合 2010 年大会,	
 5月 27 日,	
 幕張,	
 千葉,	
 2010	
 (口

頭)	
 	
 

 杉山	
 耕一朗,	
 小高	
 正嗣,	
 中島	
 健介,	
 森川	
 靖大,	
 石渡	
 正樹,	
 倉本	
 圭,	
 林	
 祥介,	
 木星大気雲対流構造のパラメタ

依存性に関する数値実験,	
 地球惑星科学連合 2010 年大会,	
 5 月 27 日,	
 幕張,	
 千葉,	
 2010	
 (口頭)	
 

 武	
 直樹，山田	
 学，渡部	
 重十,	
 ステレオトラッキングによる金星雲高度の推定,	
 地球惑星科学連合大会,幕張,	
 

May.2010	
 (ポスター)	
 

 寺口	
 朋子,	
 笠羽	
 康正,	
 高橋	
 幸弘,	
 星野	
 直哉,	
 渡部	
 重十,	
 山田	
 学,	
 VEX/VMC 紫外撮像データにより推定する金星

大気乱流のエネルギー輸送構造,	
 地球惑星科学連合大会,	
 幕張,	
 May.2010	
 (ポスター)	
 

 堺	
 正太朗,	
 渡部	
 重十,	
 諸岡	
 倫子,	
 Jan-Erik	
 Wahlund,	
 カッシーニによる土星内部磁気圏のイオン観測とモデリン

グ,	
 地球惑星科学連合大会,	
 幕張,	
 May.2010（口頭）	
 

 森永	
 隆稔,	
 山本	
 真行,	
 栗原	
 純一,	
 ラーセン・ミゲル,	
 大山	
 伸一郎,	
 野澤	
 悟徳，小川	
 泰信,	
 阿部	
 琢美,	
 渡部	
 重

十,	
 DELTA-2 キャンペーン TMA 中性風解析の精度とプロファイル経時変化の考察,	
 地球惑星科学連合大会,	
 幕張,	
 

May.2010（口頭）	
 

 柿並	
 義宏,	
 林	
 建宏,	
 劉	
 正彦,	
 渡部	
 重十,	
 鴨川	
 仁,	
 Parrot	
 Michel,	
 ひのとり衛星と DEMETER 衛星で観測された電

子温度・密度の経度構造,	
 地球惑星科学連合大会,	
 幕張,	
 May.2010(口頭)	
 

 森永	
 隆稔,	
 山田	
 倫久,	
 山本	
 真行,	
 羽生	
 宏人,	
 渡部	
 重十,	
 阿部	
 琢美,	
 山本	
 衛,	
 S-520-26 号観測ロケット搭載

LES によるリチウム放出実験：WIND-2 計画,	
 地球惑星科学連合大会,	
 幕張,	
 May.2010（口頭）	
 

 近藤	
 奨，渡部	
 重十，柿並	
 義宏,	
 DE-2	
 衛星による低緯度熱圏大気・プラズマの観測,	
 地球惑星科学連合大会,	
 幕張,	
 

May.2010（口頭）	
 

 武	
 直樹，山田	
 学，渡部	
 重十,	
 ステレオトラッキングによる金星雲高度の推定,	
 地球惑星科学連合大会,幕張,	
 

May.2010(ポスター)"	
 

 寺口	
 朋子,	
 笠羽	
 康正,	
 高橋	
 幸弘,	
 星野	
 直哉,	
 渡部	
 重十,	
 山田	
 学,	
 VEX/VMC 紫外撮像データにより推定する金星

大気乱流のエネルギー輸送構造,	
 地球惑星科学連合大会,	
 幕張,	
 May.2010	
 (ポスター)	
 

 島伸和,	
 海底拡大系のダイナミクス,	
 海洋技術創出シンポジウム,	
 大阪大学・大阪府吹田市,	
 日本,	
 2010.07.28(口

頭)	
 

 山下達也,	
 小高正嗣,	
 杉山耕一朗,	
 中島健介,	
 石渡正樹,	
 林祥介,	
 主成分の凝結を伴う対流	
 ～系の保存性に関する

再検討～,	
 第	
 41	
 回月惑星シンポジウム,	
 宇宙航空研究開発機構	
 宇宙科学研究本部,	
 淵野辺,	
 2010.8.4-6(口頭)	
 

 栗原希美,	
 菊地右馬,	
 加藤幾芳,	
 Study	
 of	
 A=6	
 system	
 by	
 complex-scaled	
 4He	
 +	
 N	
 +	
 N	
 model,	
 	
 2010 年度原子核三

者若手夏の学校原子核パート研究会,	
 パノラマランド木島平，長野，2010 年 8 月 5-10 日	
 

 井坂政裕，木村真明，土手昭伸，大西明,	
 20Ne における Ë 粒子による構造変化の研究,	
 2010 年度原子核三者若手夏

の学校原子核パート研究会,	
 パノラマランド木島平，長野，2010 年 8 月 5-10 日	
 

 井坂政裕,	
 本間裕明,	
 木村真明,	
 土手昭伸,	
 大西明, Study of Structure Changes in 12ËBe and 21ËNe hypernuclei, 少数

粒子系物理の現状と今後の展望」研究会,	
 福岡国際会議場，福岡，2010 年 8 月 20-21 日	
 	
 	
 

 菊地右馬,	
 明孝之,	
 高階正彰,	
 加藤幾芳,	
 池田清美,	
 Structure	
 of	
 three-body	
 continuum	
 states	
 in	
 a	
 Coulomb	
 

breakup	
 of	
 2n	
 halo	
 nucle,	
 少数粒子系物理の現状と今後の展望」研究会,	
 福岡国際会議場，福岡，2010 年 8 月 20-21

日	
 

 佐々木洋平,	
 竹広真一,	
 林祥介,	
 倉本圭,	
 上端応力無し,	
 下端滑り無し条件を課した回転球殻中に出現する弱磁場

ダイナモ,	
 日本流体力学会年会	
 2010,	
 北海道大学,	
 札幌,	
 2010.9.9-11(口頭)	
 

 岩山隆寛,	
 渡邊威,	
 一般化された	
 2	
 次元流体系のGreen関数,	
 日本流体力学会	
 年会2010,	
 北海道大学札幌キャンパ

ス	
 高等教育機能開発総合センター,	
 日本,	
 2010.9.9.-11(口頭)	
 

 岩山隆寛,	
 村上真也,	
 岩山隆寛,	
 フィラメントによる非一様楕円渦の軸対称化の促進,	
 日本流体力学会 2010 年度年

会,	
 北海道大学,	
 日本,	
 2010.9.9.-11.(口頭)	
 

 井坂政裕，木村真明，土手昭伸，大西明,	
 20Ne における Ë 粒子による構造変化の研究,	
 日本物理学会 2010 年秋季大

会,	
 九州工業大学,	
 2010 年 9 月 11-14 日	
 

 D.	
 Ichinkhorloo,	
 Neutron	
 spectra	
 of	
 6Li+n	
 Inelastic	
 Reactions	
 in	
 the	
 Continuum	
 Discretized	
 Coupled	
 Channels	
 
(CDCC)	
 method,	
 日本原子力学会 2010 年秋季大会,	
 北海道大学,	
 2010 年 9 月 15-17 日	
 

 金川和弘、藤本正行、須田拓馬(北海道大学)、堀安範、生駒大洋(東京工業大学),	
 巨大ガス惑星形成における重力熱

力学不安定による暴走的ガス降着,天文学会秋季年会,	
 金沢大学,	
 	
 2010 年 9 月 22 日～24 日	
 

 北村有人、郡司ペギオ幸夫,	
 テクストにおける登場人物の図地解析,	
 日本認知科学会第２７回大会予稿集,	
 神戸、神

戸大学,	
 日本,	
 2010.9.17-19(ポスター)	
 

 園田耕平、北村有人、谷伊織、白川智弘、郡司ペギオ幸夫,	
 両義図形における図と地：ラフセット誘導束を用いた解

析,	
 日本認知科学会第２７回大会予稿集,	
 神戸、神戸大学,	
 日本,	
 2010.9.17-19(ポスター)	
 

 北村有人、郡司ペギオ幸夫,	
 ラティス構造による物語ダイナミクスの表現,	
 生物物理学会第 48 会年会,	
 東北大学川

内北キャンパス,	
 日本,	
 2010.9.20-22(ポスター)	
 

 春名太一,	
 Impact	
 of	
 the	
 Molecular	
 Discreteness	
 on	
 Correlation	
 Time,	
 第 48 回日本生物物理学会年会,	
 東北大

学	
 川内キャンパス,	
 日本,	
 2010.9.20-22(ポスター)	
 

 新里高行・郡司ペギオ幸夫,	
 The	
 Emergent	
 property	
 in	
 flock	
 from	
 metric-topological	
 interaction,	
 第 48 回生

物物理学会,	
 東北大学,	
 日本,	
 2010.9.20-22(口頭)	
 

 Tetsuya	
 Matsui,Yukio	
 Gunji,	
 Nishiyama	
 Yuta,	
 Niizato	
 Takayuki,	
 Perspective	
 of	
 soldier	
 crab	
 about	
 individuals	
 
and	
 groups,	
 第 48 回生物物理学会年会,	
 東北大学川内キャンパス,	
 日本,	
 2010.9.20-22(ポスター)	
 

 Murakami	
 Hisashi・Takayuki	
 Niizato・Toda	
 Masashi・Enomoto	
 Koichiro・Moriyama	
 Toru・Iizuka	
 Kojiro・Gunji	
 

Copyright ©  2011, Graduate School of Science, Kobe University, All rights reserved.



27 

Yukio-Pegio,	
 Scale-free	
 proportion	
 in	
 new	
 flock	
 and/or	
 swarm	
 model,	
 第 48 回日本生物物理学会年会,	
 東北大

学川内キャンパス,	
 日本,	
 2010.9.20-22(ポスター)	
 	
 

 谷	
 伊織,白川智弘,郡司ペギオ-幸夫,	
 Numerical	
 model	
 of	
 morphological	
 order	
 in	
 Physarum	
 network,	
 第 48 回日

本生物物理学会年会,	
 東北大学川内キャンパス,	
 日本,	
 2010.9.20-22(ポスター)	
 

 伊藤洋一,	
 周連星構造の検出と中間赤外線超過の相関について,	
 日本天文学会,	
 金沢大学,	
 金沢,	
 2010.9.22-24(口

頭)	
 

 林	
 実幸,	
 ブライトリム分子雲の近赤外撮像観測,	
 日本天文学会,	
 金沢大学,	
 金沢,	
 2010.9.22-24(口頭)	
 

 本岡慧子,	
 近赤外 CaII 三重輝線を用いた弱輝線 T タウリ型星の彩層活動の調査,	
 日本天文学会,	
 金沢大学,	
 金沢,	
 

2010.9.22-24(口頭)	
 

 高木悠平,	
 近赤外高分散分光観測による前主系列星の年齢決定法,	
 日本天文学会,	
 金沢大学,	
 金沢,	
 

2010.9.22-24(口頭)	
 

 小野綾子,	
 赤外線天文衛星「あかり」による主系列星の伴星探査,	
 日本天文学会,	
 金沢大学,	
 金沢,	
 2010.9.22-24(口

頭)	
 

 宇田悠佑,	
 ハッブル宇宙望遠鏡によるオリオン A 分子雲に属する連星の探査,	
 日本天文学会,	
 金沢大学,	
 金沢,	
 

2010.9.22-24(口頭)	
 

 寺居	
 剛,	
 高軌道傾斜角メインベルト小惑星を対象とする広域サーベイ観測,	
 日本天文学会,	
 金沢大学,	
 金沢,	
 

2010.9.22-24(口頭)	
 

 加藤則行,	
 高分散分光観測による分光連星系の軌道要素の決定 II,	
 日本天文学会,	
 金沢大学,	
 金沢,	
 

2010.9.22-24(口頭)	
 

 瀬戸	
 雄介,	
 藤	
 昇一,	
 坂本	
 直哉,	
 圦本	
 尚義.,	
 Acfer	
 094隕石中の酸素同位体異常物質 COS の高分解能像観察と成因

の考察,	
 日本鉱物科学会 2010 年年会,	
 島根県松江市・島根大学,	
 日本,	
 2010.9.23-25(口頭)	
 

 留岡和重，大西市朗,	
 CV3 隕石から見つかった強い水質変成を受けたクラスト：コンドライト形成を読み解く新たな

鍵,	
 日本鉱物科学会,	
 島根大学（松江）,	
 2010.9.24-25(口頭)	
 

 瀬戸雄介，留岡和重,	
 井上美幸，瀬戸雄介，留岡和重，平島祟男，下林典正，野口直樹，大井修吾，小林記之,	
 CKコ

ンドライトの斜長石の鉱物学的特徴と熱・衝撃履歴との関連,	
 日本鉱物科学会,	
 島根大学（松江）,	
 2010.9.24-25(口

頭)	
 

 元木業人，徂徠和夫，本間希樹，小林秀行，VERA プロジェクトチーム（国立天文台，東大，鹿児島大，総研大）,若

い大質量原始星に付随する高速 H$_{2}$O メーザー源 G353.2+0.6 の間欠的強度変動について,	
 日本天文学会 2010 年

秋季年会,	
 金沢大学,	
 2010 年 9 月	
 

 松井佳菜，徂徠和夫，渡邉祥正，久野成夫,	
 $z\sim$	
 0.1の棒渦巻銀河からの CO 検出,日本天文学会 2010 年秋季年会,	
 

金沢大学,	
 2010 年 9 月	
 

 竹腰達哉，南谷哲宏，徂徠和夫，水野範和，水野陽治，村井美幸，洞地博隆，河村晶子，福井康雄，Caroline	
 

Bot(Observatoire	
 Astronomique	
 de	
 Strasbourg)，MonicaRubio(Univ.	
 of	
 Chile)	
 \&	
 AzTEC/ASTE	
 team,	
 AzTEC	
 on	
 ASTE:	
 

1.1mm	
 Observations	
 toward	
 Quiescent	
 Molecular	
 Cloud	
 inthe	
 Small	
 Magellanic	
 Cloud,	
 日本天文学会 2010 年秋

季年会,	
 金沢大学,	
 2010 年 9 月	
 

 荒川政彦,	
 嶌生有理、荒川政彦、保井みなみ,	
 氷微惑星の衝突破壊様式と破片速度分布に対する空隙率の効果,	
 日本

惑星科学会 2010 年秋季講演会,	
 名古屋,	
 日本,	
 2010.10.6-8(口頭)	
 

 荒川政彦,	
 岡本千里、荒川政彦,	
 分化天体の衝突破壊および鉄隕石放出条件の解明,	
 日本惑星科学会 2010 年秋季講

演会,	
 名古屋,	
 日本,	
 2010.10.6-8(口頭)	
 

 荒川政彦、門野敏彦、土肥弘嗣、高沢晋、中村昭子、弘中陽一郎、渡利威士、境家達弘、佐野孝好、重森啓介,	
 10km/s	
 

を超える衝突速度でのクレーター形成実験,	
 日本惑星科学会 2010 年秋季講演会,	
 名古屋,	
 日本,	
 2010.10.6-8(ポス

ター)	
 

 荒川政彦,	
 藤田幸浩、荒川政彦、嶌生有理、長谷川直,	
 ラブルパイル構造を持つ天体の衝突破壊の特徴,	
 日本惑星科

学会 2010 年秋季講演会,	
 名古屋,	
 日本,	
 2010.10.6-8(ポスター)	
 

 荒川政彦,	
 保井みなみ、	
 荒川政彦,	
 圧子圧入試験による氷・岩石混合物の局所的変形強度の計測,	
 	
 日本惑星科学会

2010 年秋季講演会,	
 名古屋,	
 日本,	
 2010.10.6-8(ポスター)	
 

 納多哲史,	
 石渡正樹,	
 中島健介,	
 高橋芳幸,	
 森川靖大,	
 西澤誠也,	
 林祥介,	
 同期回転惑星における太陽定数増大実

験,	
 日本惑星科学会	
 2010	
 年秋季講演会,	
 名古屋大学,	
 名古屋,	
 2010.10.6-8(口頭)	
 

 高沢晋、中村昭子、門野敏彦、荒川政彦、土肥弘嗣、瀬戸雄介、前田誠、重森啓介、弘中陽一郎、境家達弘、佐野孝

好、渡利威士、藤岡慎介、大野宗祐、竹内拓,	
 岩石への小金属球超高速度衝突実験：塵粒子のサイズ分布解析,	
 日本

惑星学会秋季講演会,	
 名古屋大学,	
 名古屋,	
 2010.10.6-8(口頭発表、ポスター発表)	
 

 羽倉祥雄、中村昭子、鈴木絢子,	
 強度支配域と重力支配域の移行領域における衝突クレーター実験,日本惑星学会秋

季講演会,	
 名古屋大学,	
 名古屋,	
 2010.10.6-8(口頭)	
 

 高部彩奈、中村昭子、瀬藤真人、桂武邦、長谷川直,	
 気化によるエジェクタ速度への影響に関する衝突実験,	
 日本惑

星学会秋季講演会,	
 名古屋大学,	
 名古屋,	
 2010.10.6-8(ポスター)	
 

 桂	
 武邦,桂武邦、中村昭子、瀬藤真人、高部彩奈、長谷川直、三軒一義,	
 鉄質小天体の衝突破壊強度～変形とサイズ

依存～,	
 日本惑星学会秋季講演会,	
 名古屋大学,	
 名古屋,	
 2010.10.6-8(口頭)	
 

 岡本尚也、中村昭子、長谷川直,	
 高空隙率焼結体への弾丸貫入実験,	
 日本惑星学会秋季講演会,	
 名古屋大学,	
 名古屋,	
 

2010.10.6-8(ポスター)	
 

 中村昭子、瀬藤真人,	
 レゴリス層への弾丸貫入実験,	
 日本惑星学会秋季講演会,	
 名古屋大学,	
 名古屋,	
 

2010.10.6-8(ポスター)	
 

 岩山隆寛,	
 村上真也,	
 岩山隆寛,	
 非一様楕円渦の軸対称化過程におけるフィラメントの役割,	
 第 59 回理論応用力学

Copyright ©  2011, Graduate School of Science, Kobe University, All rights reserved.



28 

講演会,	
 日本学術会議,	
 日本,	
 2010.6.8-10.(口頭)	
 

 林祥介,納多哲史,	
 石渡正樹,	
 中島健介,	
 高橋芳幸,	
 森川靖大,	
 西澤誠也,	
 林祥介,	
 同期回転惑星における太陽定数

増大実験,日本惑星科学会	
 2010	
 年秋季講演,	
 名古屋大学野依記念学術交流館,	
 日本,	
 2010.10.6-8(口頭)	
 

 木村	
 淳，倉本	
 圭,	
 次期月探査計画 SELENE-2	
 の検討状況,	
 日本惑星科学会 2010 年秋季講演会,	
 10月 6 日,	
 名古屋，

愛知，2010	
 (ポスター)	
 

 木村	
 淳，倉本	
 圭,	
 巨大氷衛星の内部分化における鉱物脱水作用の寄与,	
 日本惑星科学会 2010 年秋季講演会,	
 10 月

6 日,	
 名古屋，愛知，2010	
 (ポスター)	
 

 田中	
 智，飯島	
 祐一，三谷	
 烈史，大嶽	
 久志，小川	
 和律，小林	
 直樹，橋本	
 樹明，星野	
 健，大槻	
 正嗣，木村	
 淳，

倉本	
 圭,	
 次期月探査計画 SELENE-2	
 の検討状況,	
 日本惑星科学会 2010 年秋季講演会,	
 10月 6 日,	
 名古屋，愛知，2010	
 

(ポスター)	
 

 安達	
 俊貴，福井	
 隆，倉本	
 圭,	
 原始惑星系円盤初期における物質の降着年代分布,	
 日本惑星科学会 2010 年秋季講演

会,	
 10 月 8 日,	
 名古屋，愛知，2010	
 (口頭)	
 

 栗原希美、菊地右馬、加藤幾芳, Study of A=6 system by complex-scaled á + N + N model, 第 23 回北海道原子核理論グル

ープ研究会,	
 北見工業大学,	
 2010 年 10 月 09-12 日	
 

 井坂政裕，木村真明，土手昭伸，大西明,	
 Structure	
 study	
 of 21ËNe hypernucleus with AMD, 第 23 回北海道原子核

理論グループ研究会,	
 北見工業大学、2010 年 10 月 09-12 日	
 

 菊地右馬,	
 明孝之,	
 高階正彰,	
 加藤幾芳,	
 池田清美, á+ d structure and E2 transition of 6Li with, 第23回北海道原子核理

論グループ研究会,	
 北見工業大学,	
 2010 年 10 月 09-12 日	
 

 藤野	
 清志,	
 浜根	
 大輔,	
 瀬戸	
 雄介,	
 佐多	
 永吉,	
 永井	
 隆哉,	
 新名	
 亨,	
 桑山	
 靖弘,	
 村上	
 さやか,	
 M.	
 Whitaker,	
 入

舩	
 徹男,	
 石井	
 啓文,	
 平岡	
 望,	
 K.D.	
 Tsuei,	
 Mg-ペロブスカイトおよびポスト-Mg-ペロブスカイトにおける 3 価鉄の

スピン転移,	
 第 51 回高圧討論会,	
 宮城県仙台市・仙台市戦災復興記念館,	
 日本,	
 2010.10.20-22(口頭)	
 

 瀬戸	
 雄介,	
 浜根	
 大輔,	
 永井	
 隆哉,	
 甕	
 聡子.,	
 平面 IP上のデバイリング解析による結晶の配向性の評価.第 51 回高

圧討論会,	
 第 51 回高圧討論会,	
 宮城県仙台市・仙台市戦災復興記念館,	
 日本,	
 2010.10.20-22(ポスター)	
 

 林祥介,	
 納多哲史,	
 石渡正樹,	
 中島健介,	
 高橋芳幸,	
 森川靖大,	
 西澤誠也,	
 林祥介,	
 同期回転惑星における太陽定

数増大実験,	
 日本気象学会 2010 年度秋季大会,	
 京都テルサ,	
 日本,	
 2010.10.27-29(口頭)	
 

 納多哲史,	
 石渡正樹,	
 中島健介,	
 高橋芳幸,	
 森川靖大,	
 西澤誠也,	
 林祥介,	
 同期回転惑星における太陽定数増大実

験,	
 日本気象学会	
 2010	
 年度秋季大会,	
 京都テルサ,	
 京都,	
 2010.10.27-29(口頭)	
 

 岩山隆寛,	
 末吉雅和,	
 岩山隆寛	
 ,	
 渡邊威,	
 一般化された	
 2	
 次元流体系における平行流の安定性:	
 最大成長擾乱の

波数について,	
 日本気象学会 2010 年度秋季大会,	
 京都テルサ,	
 日本,	
 2010.10.27.-29(口頭)	
 

 岩山隆寛,	
 村上真也,	
 岩山隆寛,	
 フィラメントが 2 次元楕円渦の軸対称化に果たす役割,	
 日本気象学会 2010 年度秋

季大会,	
 京都テルサ,	
 日本,	
 2010.10.27.-29(口頭)	
 

 山中大学,	
 須賀友也・山中大学,	
 東インド洋・海洋大陸・西太平洋領域の季節内・季節・経年変動～29 日.,	
 日本気

象学会 2010 年秋季大会,	
 京都テルサ,	
 日本,	
 2010.10.27-29(口頭)	
 

 中村友昭、郡司幸夫,	
 視聴覚同時刺激による短期色彩記憶の崩れ,	
 サイエンスフロンティア研究会,	
 神戸大学,	
 日本,	
 

2010.10.30(ポスター)	
 

 Tetsuya	
 Matsui,Yukio	
 Gunji,	
 Nishiyama	
 Yuta,	
 Niizato	
 Takayuki,	
 ミナミコメツキガニ個体の「個体」と「集団」

の認知,	
 第一回サイエンスフロンティア研究会,	
 神戸大学,	
 日本,	
 2010.10.30(ポスター)	
 

 高橋芳幸,	
 林	
 祥介,	
 石渡正樹,	
 森川靖大,	
 小高正嗣,	
 ハドレー循環の惑星半径依存性:	
 大気大循環モデルを用いた

数値実験,	
 SGEPSS2010	
 年度秋季大会,	
 沖縄県市町村自治会館,	
 沖縄,	
 2010.10.30-11-3(口頭)	
 

 林祥介,	
 高橋芳幸,	
 林祥介,	
 石渡正樹,	
 中島健介,	
 森川靖大,	
 小高正嗣,	
 ハドレー循環の惑星半径依存性:	
 大気大

循環モデルを用いた数値実験,	
 地球電磁気・地球惑星圏学会	
 第	
 128	
 回総会及び講演会,	
 沖縄県市町村自治会館,	
 日

本,	
 2010.10.31-3(ポスター)	
 

 島伸和,	
 海底拡大系の上部マントル比抵抗構造−これまでの研究と今後−,	
 海底拡大系の総合研究−InterRidge	
 Japan
研究発表集会−,	
 東京大学・千葉県柏市,	
 日本,	
 2010.11.04-05(口頭)	
 

 島	
 伸和,	
 佐藤太一・沖野郷子・島伸和,	
 地球物理観測に基づく南西インド洋海嶺東経 35-40 度における断層活動と

メルト供給量に関する研究,	
 海底拡大系の総合研究−InterRidge	
 Japan研究発表集会−,	
 東京大学・千葉県柏市,	
 日本,	
 

2010.11.04-05(口頭)	
 

 桂	
 武邦,桂武邦、中村昭子、鈴木絢子,	
 鉄レゴリスへの衝突クレーター実験,	
 低温研共同利用研究集会/科研費基盤

（A）「惑星系円盤ダストの統合モデルの確立」、天体の衝突物理の解明（VI）～衝突と物質科学～,	
 北海道大学,	
 北

海道,	
 2010.11.4-6(ポスター)	
 

 羽倉祥雄、中村昭子、鈴木絢子、三軒一義,	
 焼結体への衝突クレーター実験結果の小惑星クレーターへの適用,	
 低温

研共同利用研究集会/科研費基盤（A）「衝突と物質科学」、天体の衝突物理の解明（Ⅵ）,	
 北海道大学,	
 北海道,	
 

2010.11.4-6(ポスター)	
 

 岡本尚也、中村昭子、長谷川直、土’山明、池崎克俊,	
 高空隙率焼結体への衝突圧密,低温研共同利用研究集会/科研費

基盤（A）「衝突と物質科学」、天体の衝突物理の解明（Ⅵ）,	
 北海道大学低温科学研究所,	
 札幌,	
 2010.11.４-6,	
 (口

頭)	
 

 高沢晋、中村昭子、三軒一義,	
 衝突破壊強度の標的サイズ効果,低温研共同利用研究集会/科研費基盤（A）「衝突と物

質科学」、天体の衝突物理の解明（Ⅵ）,	
 北海道大学低温科学研究所,	
 札幌,	
 2010.11.4-6,	
 (口頭)	
 

 中村昭子、瀬藤真人,	
 レゴリス層によるレゴリスの衝突減速,低温研共同利用研究集会/科研費基盤（A）「衝突と物質

科学」、天体の衝突物理の解明（Ⅵ）,	
 北海道大学低温科学研究所,	
 札幌,	
 2010.11.4-6(ポスター)	
 

 林祥介,	
 中島健介,	
 石渡正樹,	
 高橋芳幸,	
 小高正嗣,	
 納多哲史,	
 山下達也,	
 湿潤惑星大気用数値モデル群	
 の開発お

よび基礎的実験,	
 国立環境研究所	
 平成 21 年度スーパーコンピュータ利用研究報告会,	
 国立環境研究所,	
 つくば,	
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2010.11.9(口頭)	
 

 Hisashi	
 Murakami・Takayuki	
 Niizato・Masashi	
 Toda・Koichiro	
 Enomoto・Toru	
 Moriyama・Kojiro	
 Iizuka・Yukio-Pegio	
 

Gunji,	
 New	
 swarm	
 and/or	
 flock	
 model	
 in	
 asynchronous	
 automata(非同期オートマ	
 トンによる群れモデル),	
 日本

動物行動学会第	
 29	
 回大会,	
 沖縄県男女共同参画センター	
 てぃるる,	
 日本,	
 2010.11.19-21(ポスター)	
 

 春名太一,	
 Canonical	
 Structure	
 Obtained	
 from	
 Dual	
 View	
 on	
 Directed	
 Graphs,	
 第 6 回論理と計算セミナー,	
 九州

大学	
 伊都キャンパス,	
 日本,	
 2010.11.20(口頭)	
 

 桂	
 武邦,桂武邦、中村昭子、鈴木絢子,	
 鉄レゴリスへの衝突クレーター実験,	
 CPS「粉体物理を惑星科学の接点」ワ

ークショップ,	
 神戸大学惑星科学研究センター,	
 神戸,	
 2010.11.22-23(ポスター)	
 

 羽倉祥雄、中村昭子、鈴木絢子、三軒一義,	
 焼結体への衝突クレーター実験結果の小惑星クレーターへの適用,	
 CPS

「粉体物理を惑星科学の接点」ワークショップ,	
 神戸大学惑星科学研究センター,	
 神戸,	
 2010.11.22-23(ポスター)	
 

 中村昭子、瀬藤真人,	
 レゴリス層へのレゴリス物体の衝突,	
 CPS「粉体物理を惑星科学の接点」ワークショップ,	
 神

戸大学惑星科学研究センター,	
 神戸,	
 2010.11.22-23(ポスター)	
 

 春名太一,	
 双対的視点による複雑ネットワークへのアプローチ,	
 定量生物学の会第 3回年会,	
 東京大学生産技術研究

所,	
 日本,	
 2010.11.26-28(ポスター)	
 

 春名太一,	
 双対的視点による複雑ネットワークへのアプローチ,	
 応用数学合同研究集会,	
 龍谷大学	
 瀬田キャンパ

ス,	
 日本,	
 2010.12.16-18(口頭)	
 

 新里高行・郡司ペギオ幸夫,	
 ２つの距離近傍の両義性から形成される群れの柔軟性について,	
 第 11 回計測自動制御

学会,	
 東北大学,	
 日本,	
 2010.12.23-25(口頭)	
 

 田中	
 智，飯島	
 祐一，三谷	
 烈史，大嶽	
 久志，小川	
 和律，小林	
 直樹，橋本	
 樹明，星野	
 健，大槻	
 正嗣，加藤亮平,	
 

杉山耕一朗,	
 中島健介,「木星大規模渦の数値モデリング」,	
 第 12 回	
 東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会,	
 

「地球流体における流れの変動性と持続性の力学」,	
 東京,	
 2010 年 12 月	
 

 山下達也,	
 小高正嗣,	
 杉山耕一朗,	
 中島健介,	
 石渡正樹,	
 高橋芳幸,	
 林	
 祥介,	
 「主成分の凝結を伴う対流の 2 次元

数値計算」,	
 	
 第 9 回	
 HSS	
 ワークショップ,	
 創成科学研究棟	
 5 階大会議室,	
 2011	
 年	
 2	
 月	
 24	
 日	
 

 山下達也,	
 小高正嗣,	
 杉山耕一朗,	
 中島健介,	
 石渡正樹,	
 高橋芳幸,	
 林	
 祥介,	
 主成分の凝結を伴う対流の２次元数

値計算,	
 第 7 回 HSS ワークショップ,	
 北海道大学,	
 札幌,	
 2011.2.24(口頭)	
 

 納多哲史,	
 石渡正樹,	
 中島健介,	
 高橋芳幸,	
 森川靖大,	
 西澤誠也,	
 林祥介,	
 同期回転惑星における太陽定数増大実

験,	
 第 25 回大気圏シンポジウム,	
 宇宙航空研究開発機構	
 宇宙科学研究所,	
 淵野辺,	
 2011.2.21-22(口頭)	
 

 島伸和・柴田侑希・木村真穂・水間恵子・松野哲男・小林聖也・野木義史,	
 ラウ背弧海盆拡大系における長期海底電

磁場観測の概要,2010 年度 CA 研究会,	
 京都大学・京都府宇治市,	
 日本,	
 2011.02.24-25(口頭)	
 

 島伸和・佐藤利典・一瀬建日・山田知朗・水野真理子・木村真穂・柴田侑希・新藤悠・沖野郷子・篠原雅尚・望月公

廣・野木義史・辻健・松野哲男・岡田聡・樋泉昌之・高江洲盛史・岩本久則,	
 南マリアナトラフ背弧海盆拡大系にお

ける地球物理学的調査,	
 ブルーアース'11,	
 東京海洋大学・東京都港区,	
 日本,	
 2011.03.07-08(口頭)	
 

 林祥介,	
 AFES 地球型惑星大気グループ,	
 AFES	
 を用いた地球型惑星の大気大循環シミュレーション,	
 平成	
 22	
 (2010)	
 

年度地球シミュレータ利用報告会,	
 地球シミュレーターセンター,	
 横浜,	
 2011.2.3-4(口頭)	
 

 Eugene	
 S.	
 Kitamura,	
 Yukio-Pegio	
 Gunji,	
 Context	
 Analysis	
 of	
 Literary	
 Text,	
 3rd	
 HOPE	
 Meeting,	
 東京,	
 日本,	
 

2011.3.7-11(ポスター)	
 

 岩山隆寛	
 ,	
 山崎和仁，谷島尚宏,	
 Okubo-Weiss の基準を用いた点渦列の安定性の研究,	
 第 60回理論応用力学講演会,	
 

東京工業大学,	
 日本,	
 2011.3.8-10(口頭)	
 

 島伸和,	
 海底拡大系下の上部マントル比抵抗構造,	
 東京大学地震研究所特定共同研究 B 研究集会「地球内部境界層の

構造と全地球ダイナミクス」,	
 東京大学・東京都文京区,	
 日本,	
 2011.03.10-11(口頭)	
 

 相川祐理、吉岡宏、左近樹,	
 赤外線天文衛星 AKARI による星間氷の空間分布観測,	
 日本天文学会,	
 筑波大学,	
 日本,	
 

2011.3.16.-19(口頭+ポスター)	
 

 相川祐理,	
 古家健次、相川祐理、松本倫明、西合一矢、富阪幸治,	
 ファーストコアの分子組成進化,	
 日本天文学会,	
 筑

波大学,	
 日本,	
 2011.3.16.-19(口頭+ポスター)	
 

 相川祐理,	
 青田拓大、相川祐理、井上剛志,	
 星間衝撃波モデルの構築と分子雲形成過程への応用,	
 日本天文学会,	
 筑

波大学,	
 日本,	
 2011.3.16.-19(口頭+ポスター)	
 

 高木悠平,	
 高分散分光観測による前主系列星の進化タイムスケールの解明,	
 日本天文学会,	
 筑波大学,	
 つくば,	
 

2011.3.16-18(口頭)	
 

 伊藤洋一,	
 ブライトリム分子雲の近赤外撮像観測 II,	
 日本天文学会,	
 筑波大学,	
 つくば,	
 2011.3.16-18(口頭)	
 

 谷井良子,	
 T タウリ型連星 UX	
 Tau に付随する原始惑星系円盤の検出,	
 日本天文学会,	
 筑波大学,	
 つくば,	
 

2011.3.16-18(口頭)	
 

 高橋	
 隼,	
 地球照の偏光観測,	
 日本天文学会,	
 筑波大学,	
 つくば,	
 2011.3.16-18(口頭)	
 

 寺居	
 剛,	
 天王星不規則衛星の光度変化観測,	
 日本天文学会,	
 筑波大学,	
 つくば,	
 2011.3.16-18(口頭)	
 

 元木業人，徂徠和夫，本間希樹，小林秀行，VERA プロジェクトチーム（国立天文台，東大，鹿児島大，総研大）,若

い大質量原始星に付随する H$_{2}$O メーザー源 G353.2+0.6 の間欠的強度変動について,	
 会議等の名称	
 日本天文学

会 2011 年春季年会,	
 筑波大学,	
 2011 年 3 月（東日本大震災のため開催中止，発表扱い）	
 

 中尾光，徂徠和夫，渡辺誠，山田真広，伊藤洋一，酒向重行，宮田隆志,	
 北海道大学 1.6m 光学赤外線望遠鏡搭載可

視分光撮像装置の開発,	
 日本天文学会 2011 年春季年会,	
 筑波大学,	
 2011 年 3 月（東日本大震災のため開催中止，発

表扱い）	
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3.3  外部資金獲得状況  
科学研究費など研究助成一覧 
科学研究費：研究代表者 
＜2010 年度＞ 

研究種目	
 研究題目(課題番号)	
 研究者名	
 
直接経費

(千円)	
 

直接経費

配分額(千

円)	
 

基盤研究(C)	
 木星質量の意味(22540439)	
 中川義次	
 1,300	
 	
 1,300	
 	
 

基盤研究(B)	
 
熱進化する微惑星の衝突破壊と小惑

星・氷衛星の多様性の起源(20340118)	
 
荒川政彦	
 4,000	
 	
 4,000	
 	
 

若手研究(B)	
 	
 

赤外線天文衛星ＡＫＡＲＩによる星

間氷組成の空間分布観測	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

(19740103)	
 

相川祐理	
 	
 500	
 	
 500	
 	
 

基盤研究(C)	
 
一般化された２次元流体における流

れの安定性(20540424)	
 
岩山隆寛	
 700	
 	
 700	
 	
 

基盤研究(B)	
 
太陽系内氷小天体の起源と進化に関

する理論研究(22340125)	
 
大槻圭史	
 6,300	
 	
 6,300	
 	
 

基 盤 研 究 (B)

（海外）	
 

大陸のテクトニクス:大陸の姿・形を

変えた様子を古地磁気学から探る

(22403012)	
 

乙藤洋一郎	
 3,400	
 	
 3,400	
 	
 

基盤研究(B)	
 
赤外線スペクトルは彗星進化のバロ

メーター(21340040)	
 
木村宏	
 2,900	
 	
 2,900	
 	
 

基盤研究(B)	
 
二重視点モデル：潜在性の数理的表現

(21300093)	
 
郡司幸夫	
 4,200	
 	
 4,200	
 	
 

基盤研究(A)	
 
背弧海盆拡大軸下における溶融帯構

造の研究(21244070)	
 
島伸和	
 2,300	
 	
 2,300	
 	
 

若手研究(B)	
 	
 

始原的隕石に含まれる酸素同位体異

常物質の起源の解明	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

(21740378)	
 

瀬戸雄介	
 	
 1,100	
 	
 1,100	
 	
 

若手研究(B)	
 	
 

高解像度火星大気大循環モデルを用

いた中小規模擾乱とダストストーム

の研究	
 	
 	
 	
 	
 (20740284)	
 

高橋芳幸	
 	
 700	
 	
 700	
 	
 

基盤研究(B)	
 
炭素質コンドライトの高温下におけ

る衝撃履歴の解明(20340150)	
 
留岡和重	
 1,600	
 	
 1,600	
 	
 

基盤研究(C)	
 

コンドリュール‐マトリックス構造

から探る微惑星集積過程への拘束条

件(20540411)	
 

中村昭子	
 600	
 	
 600	
 	
 

若手研究(B)	
 	
 

非線形次元削減法を用いた非線形シ

ステムにおける確率分布およびレジ

ームの検出	
 	
 	
 (21740344)	
 

西澤誠也	
 	
 1,200	
 	
 1,200	
 	
 

基盤研究(B)	
 

水惑星国際比較実験にもとづく降水

構造のモデル表現に関する研究

(21340139)	
 

林祥介	
 2,200	
 	
 2,200	
 	
 

挑戦的萌芽研

究	
 

原始惑星系降着円盤の運動構造に関

する地球流体力学的考察(21654065)	
 
林祥介	
 900	
 	
 900	
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特別研究員奨

励費	
 

系外惑星ハビタビリティ調査法の確

立 に む け た 地 球 照 の 偏 光 観 測

(10J56472)	
 

高橋隼	
 700	
 700	
 

 
 
 
科学研究費：研究分担者 
＜2010年度＞ 

種目	
 研究題目(課題番号)	
 
研究代表者	
 

(所属機関)	
 
研究分担者	
 

直接経費

配分額(千

円)	
 

基盤研究（A)	
 
輻射輸送シミュレーションが解き明

かす ALMA 時代の天文学(21244021)	
 

富坂幸治(国立天

文台・理論研究

部)	
 

相川祐理	
 300	
 

基盤研究（A)	
 
惑星系円盤ダストの統合モデルの確

立(21244011)	
 

山本哲生(北海道

大学・低温科学研

究所)	
 

木村宏	
 400	
 

新学術領域研

究	
 

大河流域を規制する地球物理・地質学

的構造(20109002)	
 

沖野郷子(東京大

学・海洋研究所)	
 
島伸和	
 13,048	
 

基盤研究（C)	
 
ベガ型星の観測により検証可能な微

惑星形成理論の構築(20540232)	
 

竹内拓(北海道大

学・低温科学研究

所)	
 

中川義次	
 100	
 

基盤研究（A)	
 
超高速レーザー銃実験による惑星間

衝突の実験的研究(21244069)	
 

松井孝典(千葉工

業大学・惑星探査

研究センター)	
 

中村昭子	
 100	
 

基盤研究（A)	
 
X 線透過法をもちいた天体衝突過程の

新しい理解(22244056)	
 

加藤	
 學(独立行

政法人宇宙航空

研究開発機構)	
 

中村昭子	
 500	
 

基盤研究（A)	
 
X 線透過法をもちいた天体衝突過程の

新しい理解(22244056)	
 

加藤	
 學(独立行

政法人宇宙航空

研究開発機構)	
 

荒川政彦	
 500	
 

特定領域研究	
 
地球科学データの高度利用と流通の

ための基盤開発(21013002)	
 

堀之内武(北海道

大学大学院地球

環境科学研究院)	
 

西澤誠也	
 300	
 

基盤研究（B)	
 
地球科学的な熱対流系における流れ

パターン形成(20340018)	
 

山田道夫(京都大

学・数理解析研究

所)	
 

林祥介	
 200	
 

特定領域研究	
 
地球科学データの高度利用と流通の

ための基盤開発(21013002)	
 

堀之内	
 武(北海

道大学	
 /	
 地球環

境科学研究科(研

究院))	
 

林祥介	
 300	
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その他の研究助成  
＜2010 年度＞ 

研究助成 研究題目 研究代表者名 金額  
(千円) 

二国間交流事業

共同研究 
星形成領域、星間空間、太陽系内における星

間ダストの研究 伊藤洋一 1,000,000 

受託型協力研究 システム生物学に関わる情報と記述の諸問

題 
春名太一 3,350,000 

 
 
3.4  特記事項（受賞など）  

 中村昭子, はやぶさプロジェクトサポートチーム（含神戸大学）, はやぶさプロジェクト, 大
臣感謝状, 文部科学大臣・宇宙開発担当大臣 
 
3.5 共同研究  

神戸大	
 先方の研究者名・国名・所属機関	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

研究者名	
 研究者名	
 国名	
 所属機関	
 タイトル	
 研究内容・成果	
 研究資金の出

所	
 

荒川政彦	
 William 
DURHAM 

アメリカ	
 マサチュー

セッツ工科

大学	
 

高圧下における氷天

体物質のレオロジー

に関する実験的研究	
 

雪の引っ張り強度の空隙率

依存性を実験的に明らかに

した．	
 

日本学術振興会	
 

荒川政彦	
 

山本哲生	
 日本	
 北海道大学	
 

氷天体の衝突集積・破

壊に関する実験的研

究	
 

雪の低速度衝突実験を行

い，衝突付着条件の空隙率

依存性を明らかにした．	
 

北海道大学低温

科学研究所	
 

荒川政彦	
 門野敏彦	
 日本	
 大阪大学	
 

超地球脱出速度にお

ける衝突クレーター

形成実験	
 

衝突速度 10-40km/s におけ

るクレーター形成実験を行

い，スケール則の速度依存

性を議論した．	
 

大阪大学レーザ

ーエネルギー学

研究センター	
 

春名太一	
 中嶋浩平	
 スイス	
 チューリッ

ヒ大学	
 

Permutation 
Complexity via 
Duality between 
Values and 
Orderings 

値と順序の双対性から

Permutation Complexity
の研究を行い、Entropy 
Rate と Permutation 
Entropy Rate が一致する

ことの新しい初等的証明を

得た。 

受託研究経費	
 

春名太一	
 櫻沢繁	
 日本	
 
公立はこだ

て未来大学	
 

非平衡熱水系におけ

るアミノ酸熱重合物

の振舞い	
 

海底熱水孔近辺の多孔質状

の地質環境を模した温度勾

配環境においてアミノ酸熱

重合物がカプセルを形成す

ることを見出した。	
 

受託研究経費	
 

郡司幸夫	
 
Andrew 
Adamatzk
y 

イギリス 
ウェストイ

ングランド

大学 

Collision computing 
implemented by 
swarm 

ミナミコメツキガ二の群れ

をボールとして論理計算機

を実装した	
 

ウェストイング

ランド大学	
 

郡司幸夫	
 

森山徹	
 戸

田真志	
 飯

塚浩二郎 
日本 

信州大学	
 

公立はこだ

て未来大学 

ミナミコメツキガニ

の群れ行動に関する

研究 

ミナミコメツキガ二の群れ

をビデオ撮影し画像解析す

ると共に、そのモデルを構

築した	
 

科学研究費補助

金	
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郡司幸夫	
 朝倉彰 日本 神戸大学 
オカヤドカリの身体

イメージ錯覚に関す

る研究 

オカヤドカリの背負う巻貝

の殻にプレートを接着して

拡張し、身体サイズを錯覚

するか否か実験した	
 

科学研究費補助

金	
 

林祥介	
 中島健介 日本 九州大学 

	
 	
 石渡正樹	
 日本	
 北海道大学	
 

	
 	
 大淵渡 日本 JAMSTEC 
	
 	
 高谷康太郎 日本 JAMSTEC 

	
 	
 D.L. 
Williamson 

米国 NCAR 

	
 	
 M. 
Blackburn 

英国 Reading Univ. 

	
 	
 高橋芳幸	
 日本	
 神戸大学	
 

	
 	
 西澤誠也	
 日本	
 神戸大学	
 

国際水惑星比較実験 各国の気候予測モデルを水

惑星条件下で実行し、降水

ならびに循環構造の挙動を

掌握理解するともに、モデ

ルでの表現の多様性を検

討、モデル間の差異の原因

を探る。2010 年度は比較実

験図集（APE	
 ATLAS）の作

成を行った。まもなく米国

のNCARのホームページから

公開される	
 

科学研究費基盤

研究Ｂ、国立環

境研究所スーパ

コンピュータ	
 

林祥介	
 余田成男	
 日本	
 京都大学	
 

	
 	
 石岡圭一	
 日本	
 京都大学	
 

	
 	
 塩谷雅人	
 日本	
 京都大学	
 

	
 	
 山田道夫	
 日本	
 京都大学	
 

	
 	
 竹広真一	
 日本	
 京都大学	
 

	
 	
 石渡正樹	
 日本	
 北海道大学	
 

	
 	
 小高正嗣	
 日本	
 北海道大学	
 

	
 	
 堀之内武	
 日本	
 北海道大学	
 

	
 	
 杉山耕一郎	
 日本	
 北海道大学	
 

	
 	
 中島健介	
 日本	
 九州大学	
 

	
 	
 高橋芳幸	
 日本	
 神戸大学	
 

	
 	
 西澤誠也	
 日本	
 神戸大学	
 

地球流体電脳倶楽部	
 地球流体にまつわる研究教

育のための基盤的ソフトウ

ェアの開発や知見情報集積

などの活動を支援し、その

ためのネットワークプラッ

トフォームを維持運営動す

る。	
 

関係者所属組織

の運営交付金な

らびに科学研究

費	
 

林祥介	
 野沢徹	
 日本	
 国立環境研

究所	
 

	
 	
 石渡正樹	
 日本	
 北海道大学	
 

	
 	
 小高正嗣	
 日本	
 北海道大学	
 

	
 	
 堀之内武	
 日本	
 北海道大学	
 

	
 	
 竹広真一	
 日本	
 京都大学	
 

	
 	
 中島健介	
 日本	
 九州大学	
 

湿潤惑星大気用数値

モデル群の開発およ

び基礎的実験	
 

系外惑星を念頭においた大

気循環シミュレーションの

ためのソフトウェの開発を

行い、モデルの挙動を確認

し、あるいは、惑星大気の

流体力学的構造に迫る基礎

実験を実行するる。2010 年

度は静水圧大気大循環モデ

ルと非静力学雲解像モデル

の書式共通化の検討を行っ

た	
 

科学研究費基盤

研究Ｂ、国立環

境研究所スーパ

コンピュータ	
 

林祥介	
 大淵渡	
 	
 日本	
 JAMSTEC	
 

	
 	
 石渡正樹	
 日本	
 北海道大学	
 

	
 	
 小高正嗣	
 日本	
 北海道大学	
 

	
 	
 北村祐二	
 日本	
 気象庁	
 

	
 	
 高木征弘	
 日本	
 東京大学	
 

	
 	
 はしもとじ

ょーじ	
 

日本	
 岡山大学	
 

	
 	
 松田佳久	
 日本	
 東京学芸大

学	
 

	
 	
 高橋芳幸	
 日本	
 神戸大学	
 

	
 	
 竹広真一	
 日本	
 京都大学	
 

	
 	
 中島健介	
 日本	
 九州大学	
 

AFES	
 を用いた地球型

惑星の大気大循環シ

ミュレーション	
 

地球シミュレータとそれに

最適化された大気大循環モ

デルＡＦＥS を用いての地

球型惑星（地球・火星・金

星）大気の大気大循環に関

する高解像度数値実験を行

い、これまでよくしられて

いなかった大気乱流構造の

探求とその大気だ循環にお

ける役割を、比較惑星大気

科学として、探る。2010 年

度は火星大気の高解像シミ

ュレーションの実現に成功

し、世界最高の分解能での

全球計算を実施した。金星

大気に関しては低解像度で

地球シミュレー

タセンター	
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 の予備実験を開始した。	
 	
 

林祥介	
 山田道夫	
 日本	
 京都大学	
 

	
 	
 竹広真一	
 日本	
 京都大学	
 

地球科学的な熱対流

系における流れパタ

ーン形成	
 	
 	
 

地球流体に見られる諸現象

に数理的あるいは流体力学

的な構造を見出すことを目

標とする。球殻対流による

角運動量分配における、成

層の効果を調べ、木星型惑

星にみられる赤道加速の構

造に関して、成層の存在が

従来の熱的な効果（赤道減

速）と拮抗して赤道加速（西

風）を生成することを示し

た。	
 

科学研究費基盤

研究Ｂ（代表山

田道夫）	
 

林祥介	
 竹内拓	
 日本	
 東京工業大

学	
 

	
 	
 岩山隆寛	
 日本	
 神戸大学	
 

	
 	
 

中川義次	
 日本	
 神戸大学	
 

原始惑星系降着円盤

の運動構造に関する

地球流体力学的考察	
 

原始惑星系ガス円盤の流体

力学的構造を、回転成層流

体の知見の集積である地球

流体力学の立場から再考察

する。温度風平衡場に関す

るこれまでの研究状況をま

とめ、問題点を抽出した。	
 

科学研究費挑戦

的萌芽研究	
 

伊藤洋一	
 深川美里	
 日本	
 大阪大学	
 散開星団に対する原

始惑星の探査	
 

すばる望遠鏡を用いて、散

開星団に属する数天体に対

して、高空間分解能を有し

た観測を行った。成果の一

部は日本天文学会などで発

表した。	
 

伊藤の校費	
 

谷井良子	
 松尾太郎	
 日本	
 国立天文台	
 若い連星に付随する

星周構造の観測	
 

すばる望遠鏡を用いて、数

天体の前主系列星に対し

て、高空間分解能を有した

観測を行った。成果の一部

は投稿論文として発表し

た。	
 

国立天文台共同

利用観測経費	
 

伊藤洋一	
 Thayne 
Currie 

アメリカ	
 NASA ゴダー

ド研究所	
 

近傍の恒星に付随す

る太陽系外惑星の探

査	
 

すばる望遠鏡を用いて、数

個の近傍の恒星に対して、

高空間分解能を有した観測

を行った。	
 

国立天文台共同

利用観測経費	
 

加藤則行	
 佐藤文衛	
 日本	
 東京工業大

学	
 

連星系に付随する太

陽系外惑星の探査	
 

国立天文台岡山観測所の

188cm 望遠鏡を用いて、連星

に付随する太陽系外惑星の

探査を行った。成果の一部

は日本天文学会で発表し

た。	
 

国立天文台共同

利用観測経費	
 

高橋隼	
 丹羽隆裕	
 日本	
 西はりま天

文台	
 

地球照の偏光観測	
 西はりま天文台60cm望遠鏡

を用いて、地球照の偏光撮

像分光観測を行った。成果

の一部は日本天文学会で発

表した。	
 

高橋の科研費	
 

伊藤洋一	
 塩谷圭吾	
 日本	
 宇宙航空研

究開発機構	
 

次期赤外線天文衛星

の観測候補天体の提

案	
 

2020 年頃に打ち上がる

SPICA 望遠鏡で観測する天

体の選定を続けている。	
 

伊藤の校費	
 

伊藤洋一	
 Ranjan 
Gupta 

インド Inter 
University 
Centre for 
Astronomy 
and 
Astrophysics 

連鎖的星形成領域に

付随する輝線星の探

査	
 

IUCAA2m 望遠鏡を用いて、連

鎖的星形成領域に付随する

輝線星の分光探査観測を行

った。	
 

日本学術振興会

二国間交流	
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伊藤洋一	
 Asoke Sen インド	
 アッサム大

学	
 

原始惑星系円盤によ

る光散乱モデルの構

築	
 

すばる望遠鏡を用いて取得

した原始惑星系円盤の偏光

画像を解釈するために、光

散乱モデルを構築した。	
 

日本学術振興会

二国間交流	
 

寺居剛	
 David 
Jewitt 

アメリカ	
 カリフォル

ニア大学	
 

外惑星に付随する不

規則衛星の観測	
 

すばる望遠鏡を用いて天王

星に付随する不規則衛星の

観測を行い、その形状を推

定した。	
 

日本学術振興会

若手派遣事業	
 

高木悠平	
 Michael 
Meyer 

スイス	
 チューリッ

ヒ工科大学	
 

原始惑星系円盤消失

期にある前主系列星

の高分散分光観測	
 

ヨーロッパ VLT 望遠鏡を用

いて、トランジション天体

の可視光分散分光観測を行

った。	
 

日本学術振興会

若手派遣事業	
 

高木悠平	
 大朝由美子	
 日本	
 埼玉大学	
 高分散分光観測に基

づく前主系列星の年

齢決定	
 

近赤外高分散分光観測によ

って得られたスペクトルか

ら、天体に表面重力を決定

し、前主系列星の年齢を求

める手法を確立した。	
 

高木の科研費	
 

岩山隆寛	
 渡邊威	
 日本	
 名古屋工業

大学	
 

一般化された 2次元流

体の研究	
 

一般化された 2 次元流体の

基本的な性質について研

究．研究成果は学会発表お

よび査読付学術論文に掲載	
 

科学研究費	
 

岩山隆寛	
 末吉雅和	
 日本	
 気象研究所	
 
一般化された 2次元流

体の研究	
 

一般化された 2 次元流体に

基本的性質について研究．

研究成果は学会で発表．	
 

科学研究費	
 

中村昭

子，鈴木

絢子，荒

川政彦，

和田浩二

（千葉工

大）	
 

Patrick 
Michel, et 
al. 

フランス

他 
コートダジ

ュール天文

台他 

Numerical and 
laboratory 
explorations of the 
response of solid 
celestial bodies and 
their granular 
surfaces to various 
kinds of stresses 
under variable 
gravity 

小天体，特に粉粒体の集合

体としての小天体の衝突過

程等について，課題と研究

手法について議論した． 

ISSI 

町井渚，

中村昭子	
 

Dirk 
Beger, 
Carsten 
Güttler, 
Jürgen 
Blum 

ドイツ	
 ブラウンシ

ュバイク工

科大学	
 

コンドリュールのマ

トリックスへの捕獲

条件の研究	
 

0.1～1m/s の低速での衝突

によりコンドリュール模擬

物質である弾丸が，マトリ

ックス模擬物質であるダス

ト集合体に貫入しうるかを

調べるための，微小重力で

の衝突実験を行った．	
 	
 

科研費＋先方	
 

町井渚，

中村昭子	
 

Patrick 
Michel, 
Carsten 
Guettler, 
Juergen 
Blum 

フラン

ス，ドイ

ツ	
 

コートダジ

ュール天文

台，ブラウン

シュバイク

工科大学	
 

マクロガラスビーズ

焼結体の衝突破壊実

験	
 

少数の構成要素からなるア

グリゲイトの衝突破壊に対

する強度を調べ，多数の構

成要素からなる場合に比べ

て弱いことを明らかにし

た．	
 

科研費＋先方	
 

桂武邦，

中村昭子	
 

真下茂	
 	
 	
 熊本大学	
 鉄隕石の衝突破壊強

度のサイズ依存性	
 

岩石への数km/sでの衝突で

鉄隕石がどの程度に破壊す

るかを調べる実験の一環と

して，熊本大学の口径 20mm

の二段式軽ガス銃により予

備実験を行った．	
 	
 

熊本大学 GCOE	
 

高澤晋，

中村昭

子，荒川

政彦，瀬

門野敏彦，

他	
 

	
 	
 大阪大学レ

ーザーエネ

ルギー学研

究センター	
 

宇宙固体物質への高

速衝突による塵生成

過程の解明のための

衝突破片回収実験	
 

レーザー銃を用いて加速し

た弾丸により，衝突速度

10km/s 超を達成し，放出破

片をエアロジェルで捕集し

大阪大学	
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戸雄介	
 た．従来の実験で得られて

いた傾向よりもより細かい

粒子が多く生成されている

ことを示した．	
 	
 

中村昭

子，町井

渚	
 

新居見励，

門野敏彦，

他	
 

	
 	
 大阪大学大

学院理学研

究科，レーザ

ーエネルギ

ー学研究セ

ンター	
 

Size and density 
estimation from 
impact track 
morphology in silica 
aerogel: Application 
to dust of comet 
81P/Wild 2 

スターダストミッションで

エアロジェルに捕集された

彗星塵粒子の物理量を推定

するため，キャリブレーシ

ョン実験として，微粒子焼

結体をエアロジェルに貫入

させる実験を行った．実験

結果から，経験則を導き，

彗星塵の密度を推定した．	
 	
 

持ち寄り	
 

中村昭

子，荒川

政彦	
 

加藤学，長

谷川直，門

野敏彦，杉

田精司	
 

	
 	
 宇宙科学研

究所他	
 

Ｘ線透過法をもちい

た天体衝突過程の新

しい理解	
 

フラッシュ X 線により，高

速衝突現象を捉えることを

目指して，宇宙科学研究所

に装置を導入し，試験デー

タを取得した．	
 

科研費	
 

大槻圭史	
 森島龍司	
 米国	
 コ ロ ラ ド 大

学/カリフォ

ル ニ ア 工 科

大学	
 

土星リングに関する

共著論文の執筆	
 

	
 	
 NASA	
 

大槻圭史	
 Larry 
Esposito 
Glen 
Stewart 

米国	
 コ ロ ラ ド 大

学	
 

土星リングに関する

共同研究	
 

	
 	
 NASA	
 

乙藤洋一

郎	
 

Haider 
Zaman 

イギリス	
 ブラッドフ

ォード大学	
 

アジア・スンダ大陸の

変形現象に関する古

地磁気学的研究	
 

マレー半島のタイ地域に分

布するジュラ紀の岩石の古

地磁気測定を行い、スンダ

大陸の変形を議論し、論文

化した。	
 

	
 	
 

乙藤洋一

郎	
 

Tesfye 
Kidane 

エチオピ

ア	
 

アジスアベ

バ大学	
 

エチオピアにアフリ

カ大陸分裂現象をさ

ぐる	
 

エチオピア・リフトバレー

でＰｌｉｏｃｅｎｅの岩石

を採取し、古地磁気測定を

行い、古地磁気層序学とテ

クトニクスを議論し、一部

は論文化した。	
 

	
 	
 

乙藤洋一

郎	
 

Adichat 
Surinkum 

タイ	
 タイ・鉱物資

源省	
 

アジア・スンダ大陸の

変形現象に関する古

地磁気学的研究	
 

マレー半島のタイ地域に分

布するジュラ紀の岩石の古

地磁気測定を行い、スンダ

大陸の変形を議論し、論文

化した。	
 

	
 	
 

乙藤洋一

郎	
 

Zhenyu 
Yang 

中国	
 中国地質科

学院・地球動

力学研究所	
 

原生代の地球磁場強

度を探る	
 

中国北京東北部の薊県と寛

城で 16 億年～13 億年前の

玄武岩を採取し、古地磁気

を測定している。	
 

	
 	
 

島	
 伸和	
 西澤あず

さ、及川光

弘	
 

日本	
 海上保安庁

海洋情報部	
 

西太平洋大洋底の地

殻構造とその形成過

程に関する研究	
 

・大洋底地殻ならびに最上

部マントルの物性パラメー

タに関する解析	
 

・大洋底の地震波速度構造

の多様性と地殻形成過程に

関する研究	
 

無	
 

島	
 伸和	
 巽好幸、阿

部なつ江、

他	
 

日本	
 海洋研究開

発機構	
 

大型掘削提案研究	
 21 世紀モホールによる海洋

地殻および最上部マントル

に関する研究	
 

海洋研究開発機

構	
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島	
 伸和	
 浦辺徹郎、

沖野郷子、

他	
 

日本	
 東京大学大

学院理学系

研究科	
 

海底下の大河	
 大河流域を規制する地球物

理・地質学的構造の研究	
 

科研費	
 

島	
 伸和	
 野木義史、

本吉洋一他	
 

日本	
 国立極地研

究所	
 

南極プレート周辺の

海底拡大系の研究	
 

南東インド洋海嶺と南極-

オーストラリア間のプレー

ト運動の研究	
 

国立極地研究所

プロジェクト研

究費	
 

島	
 伸和	
 Douglas A. 
Wiens、他 

アメリカ ワシントン

大学 
ラウ背弧海盆拡大軸

下における溶融帯構

造の研究	
 

ラウ背弧海盆拡大系の電気

伝導度構造ならびに地震波

速度構造から、この系のダ

イナミクスを探る	
 

科研費、ＮＳＦ	
 

島	
 伸和	
 Alan D. 
Chave、
Rob. L. 
Evans、他 

アメリカ ウッズホー

ル海洋研究

所 

海底電位差磁力計に

よる中部マリアナ海

域の横断探査	
 

沈み込み・前弧・島弧・背

弧系の電気伝導度構造か

ら、この系のダイナミクス

を探る．	
 

科研費、ＮＳＦ	
 

島	
 伸和	
 Jérôme 
Dyment、
他 

フランス パリ地球物

理研究所 
深海底付近における

地磁気探査手法の開

発と熱水循環系への

応用	
 

深海底付近における地磁気

探査手法の開発と、その応

用例として、海底熱水循環

系を対象にした深海底付近

の探査結果をまとめる．	
 

フランス側の予

算	
 

留岡和重	
 A. Morlok イギリス Open 
University 

隕石衝撃実験試料の

赤外分光測定：原始星

の天文観測との対比	
 

隕石試料の赤外スペクトル

と，原始星雲円盤を持つ

様々な若い星の天文学的に

観測された赤外スペクトル

と比較。Icarus に論文とし

て発表。	
 

科学研究費補助

金	
 

留岡和重	
 関根利守	
 日本	
 広島大学	
 隕石の衝撃実験	
 隕石の衝撃実験を行い，そ

の回収試料の解析をもと

に，隕石の衝撃変成履歴を

解明する。	
 

科学研究費補助

金	
 

瀬戸雄介	
 永井隆哉	
 日本	
 北海道大学	
 高圧下における水の

鉱物への固定機構と

ダイナミカルな挙動	
 

地球表層の水が鉱物中にど

のような形で固定され、水

素結合をはじめとする化学

結合の形態が、地球深部に

鉱物が取り込まれるにつれ

てどのように変化していく

のかを物質科学的に明らか

にする	
 

科学研究費補助

金	
 新学術領域

研究	
 (研究領

域提案型)	
 「高

温子圧中性子実

験で拓く物質科

学」	
 

留岡和重	
 A. Morlok イギリス	
 Open 
University 

隕石衝撃実験試料の

赤外分光測定：原始星

の天文観測との対比	
 

隕石試料の赤外スペクトル

と，原始星雲円盤を持つ

様々な若い星の天文学的に

観測された赤外スペクトル

と比較。Icarus に論文とし

て発表。	
 

科学研究費補助

金	
 

留岡和重	
 関根利守	
 日本	
 広島大学	
 隕石の衝撃実験	
 隕石の衝撃実験を行い，そ

の回収試料の解析をもと

に，隕石の衝撃変成履歴を

解明する。	
 

科学研究費補助

金	
 

瀬戸雄介	
 永井隆哉	
 日本	
 北海道大学	
 高圧下における水の

鉱物への固定機構と

ダイナミカルな挙動	
 

地球表層の水が鉱物中にど

のような形で固定され、水

素結合をはじめとする化学

結合の形態が、地球深部に

鉱物が取り込まれるにつれ

てどのように変化していく

のかを物質科学的に明らか

にする	
 

科学研究費補助

金	
 新学術領域

研究	
 (研究領

域提案型)	
 「高

温子圧中性子実

験で拓く物質科

学」	
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高橋芳幸	
 石渡正樹	
 日本	
 北海道大学	
 地球型惑星大気大循

環モデルの開発	
 

共同で惑星大気数値モデル

を開発.	
 研究成果は学会で

発表.	
 

科学研究費	
 

高橋芳幸	
 中島健介	
 日本	
 九州大学	
 地球型惑星大気大循

環モデルの開発	
 

共同で惑星大気数値モデル

を開発.	
 研究成果は学会で

発表.	
 

科学研究費	
 

相川祐理	
 Helen	
 

Fraser	
 

イギリス	
 University	
 

of	
 

Strathclyde	
 

赤外線天文衛星 AKARI

による星間氷観測	
 

AKARI で得られた氷観測の

データを解析	
 

科研費（若手 B)	
 

相川祐理	
 Itsuki	
 

Sakon	
 

日本	
 University	
 

of	
 Tokyo	
 

赤外線天文衛星 AKARI

による星間氷観測	
 

AKARI で得られた氷観測の

データを解析	
 

科研費（若手 B)	
 

相川祐理	
 富阪幸治、

富田賢吾、

西合一矢	
 

日本	
 国立天文台	
 星形成コアの物理・化

学的進化	
 

分子雲での炭素同位体比分

別モデルを構築した	
 

first	
 core への星間ガスの

流れと組成進化を明らかに

した。	
 

科研費基盤（A)

（代表：富阪幸

治）および運営

交付金	
 

相川祐理	
 松本倫明	
 日本	
 法政大学	
 星形成コアの物理・化

学的進化	
 

分子雲での炭素同位体比分

別モデルを構築した	
 

first	
 core への星間ガスの

流れと組成進化を明らかに

した。	
 

科研費基盤（A)

（代表：富阪幸

治）および運営

交付金	
 

相川祐理	
 山本智、坂

井南美	
 

日本	
 東京大学	
 星形成コアの物理・化

学的進化	
 

分子雲での炭素同位体比分

別モデルを構築した first	
 

core への星間ガスの流れと

組成進化を明らかにした。	
 

科研費基盤（A)

（代表：富阪幸

治）および運営

交付金	
 

 

Copyright ©  2011, Graduate School of Science, Kobe University, All rights reserved.




